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今月の紙面

データで知る帯広

4月末の人口と世帯数

人口▶167,086人
 （前月比＋219人）

　男▶79,689人
　女▶87,397人
世帯▶87,417世帯
 （前月比＋383世帯）

5件（前月比＋4件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,300t
（前年同月比＋157t）

609t
（前年同月比＋28t）

4月の火災発生件数

4月の家庭ごみ排出量

魅力あふれる
「都市の顔」づくり … 10

■
帯広の森を育む仲間たち
 ………………………… 4

■
高齢者が住み慣れた地域で生
き生きと暮らせる社会へ … 6

■
Z
ズ ー
OOレター

 ………………………… 20

まちの利便性やにぎわいが
集積する「中心市街地」は、
今、新たなステージを迎え
ています。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

住
ま
い
の

総
合
支
援
事
業

　

市
で
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
快

適
な
住
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
新
築
住

宅
の
質
の
向
上
や
既
存
住
宅
の
活
用
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き

家
対
策
の
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

の
促
進
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

な
ど
、
住
ま
い
に
関
し
て
総
合
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
総
合
相
談
窓
口

　
「
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

た
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
支
援
制
度
が
あ

る
の
か
分
か
ら
な
い
」「
空
き
家
の
利
活

用
を
相
談
し
た
い
」「
自
宅
の
耐
震
性
に

不
安
が
あ
る
」「
賃
貸
契
約
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

市
は
住
ま
い
の
総
合
相
談
窓
口
と
し

て
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
空
き
家
な

ど
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
、
各
種
補
助

制
度
を
案
内
し
て
い
る
ほ
か
、
住
ま
い

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
や
、
そ
の

他
の
専
門
の
相
談
先
を
紹
介
し
ま
す
。

　

次
頁
で
は
、
住
ま
い
に
関
す
る
補
助

制
度
と
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

住
ま
い
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
化
、
空
き
家
解
体
な
ど

の
補
助
制
度
の
ほ
か
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

建
築
指
導
課（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
4
1
8
0
）

問
い
合
わ
せ

住
ま
い
を
良
く
す
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　住まいに関する情報をまとめたパンフレッ
トを、住まいの総合相談窓口、各コミセンな
どで配布しています。
　市ホームページにも掲載してい
るのでご覧ください。

「住まいの情報」を配布中

検 索帯広市  住まいの総合相談窓口

住まいの総合相談窓口イメージ

相談者

国や北海道、市の補
助・支援制度の紹介

公営住宅、
民間不動産物件の

情報提供

住まいのワンストップ相談
窓口（専門家が対応）、各種
専門の相談窓口の紹介

家を建てたい。
どんな補助制度が

あるか知りたい

住まいの総合相談窓口
（市庁舎６階、建築指導課）

相談内容の把握

家を建てたい。

空き家の利活用に
ついて困っている

自宅の耐震性が
不安だ

住む家を
探している

住宅の売買、
リフォームの進め方が

分からない

空き家などの相続で
トラブルになっている

スマイル住宅補助金を活用した新築住宅の一例
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市
の
住
ま
い
に

関
す
る
補
助
制
度

新
築
を
支
援
す
る

　

認
定
長
期
優
良
住
宅
、
認
定
低
炭
素

住
宅
、
き
た
住
ま
い
る
住
宅
お
よ
び
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
の
新
築
に

対
し
て
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
表

の
①
、
②
）

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る

　

住
宅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、

長
寿
命
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
耐
震

化
な
ど
の
改
修
工
事
に
対
し
て
、
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
表
の
③
～
⑧
）

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
（
旧
耐
震
住
宅
）
で
③
～
⑤

の
補
助
制
度
を
申
請
す
る
場
合
に
は
、

市
が
実
施
す
る「
無
料
耐
震
簡
易
診
断
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
解
体
を
支
援
す
る

　

耐
震
性
能
が
低
い
住
宅
の
建
て
替
え

や
、
住
宅
性
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い

る
空
き
家
の
解
体
に
対
す
る
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
表
の
⑨
、
⑩
）

　

⑩
の
特
定
空
家
解
体
補
助
金
を
申
請

す
る
場
合
、
市
が
行
う
事
前
調
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
制
度
内
容
︑
申
請
方
法
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

対
象
と
な
る
工
事
や
、
申
請
に
必
要

な
書
類
な
ど
、
詳
細
は
建
築
指
導
課
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
へ
の
改
造
と
、
住

ま
い
の
改
修
を
同
時
に
行
う
工
事
な
ど

の
場
合
、
補
助
制
度
の
併
用
が
可
能
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
併
用
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
る
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
活
用
事
例

◇
住
ま
い
の
改
修
助
成
金
（
表
の
⑤
）

・
屋
根
や
外
壁
の
塗
装
工
事
・
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
・
外
窓
や
玄
関
断
熱
ド

ア
の
取
り
換
え
工
事

◇
耐
震
改
修
補
助
金
（
表
の
⑧
）

・
壁
を
筋
交か

い
や
構
造
用
合
板
で
補
強

す
る
工
事

◇
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
改
造

補
助
金
（
表
の
④
）

・
浴
室
や
ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
、

手
す
り
設
置
工
事
・
ス
ロ
ー
プ
や
階

段
昇
降
機
の
設
置
工
事

住
ま
い
に
関
す
る

相
談
窓
口
な
ど

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
や
無
料
耐

震
簡
易
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

　

市
役
所
な
ど
の
窓
口
で
は
解
決
が
難

し
い
、
空
き
家
を
含
め
た
住
ま
い
に
関

す
る
相
談
に
、
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
建
築
指
導
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

相
談
体
制　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
建

築
士
・
宅
地
建
物
取
引
士
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
土
地
家
屋
調
査
士

６
月
の
相
談
日
・
場
所
（
要
予
約
）

▽
６
月
10
日
㈰
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
西
５
南
11
）
▽
26
日
㈫
、
市
庁
舎
10
階
、

い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
相
談
会

　

住
宅
の
増
改
築
・
改
造
な
ど
に
つ
い

て
、
各
分
野
の
専
門
家
が
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
助
言
し
ま
す
。

相
談
体
制　

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
一
級
建
築
士
・
看
護
師
・
介
護
福

祉
士
・
保
健
師　

無
料
耐
震
簡
易
診
断

　

住
宅
の
耐
震
性
の
目
安
を
把
握
す
る

た
め
の
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
耐
震
簡
易
診
断
を
、
無

料
で
行
い
ま
す
。

対
象
住
宅

・
市
内
に
あ
る
、
所
有
者
が
自
ら
居
住

し
て
い
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅 

・
地
上
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
床
面

積
が
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

在
来
軸
組
構
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅 

・
確
認
申
請
書
ま
た
は
診
断
計
算
に
必

要
な
図
面
が
あ
る
こ
と

国
・
北
海
道
の

支
援
制
度

　

住
宅
の
建
設
・
購
入
や
空
き
家
の
有

効
活
用
を
促
す
制
度
な
ど
、
住
宅
に
関

す
る
支
援
制
度
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

す
ま
い
給
付
金（
国
の
制
度
）

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
住
宅
取

得
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
の
、
補

助
制
度
で
す
。

対
象
住
宅　

２
０
２
１
年
12
月
ま
で
に

引
き
渡
さ
れ
、
入
居
が
完
了
し
た
住
宅

補
助
額　

最
大
30
万
円
（
現
金
）

問
い
合
わ
せ　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

（
☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
６
）

北
海
道
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

　

北
海
道
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通

し
て
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
循
環
利
用
を
図
る
た
め
に
、

道
が
運
営
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

北
海
道
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
（
☎
０
１
１
・
６
４
２
・
４
４

２
２
）

スロープの設置にも補助

表　住まいの総合支援事業の補助制度一覧

区分 制度名 制度概要 補助額
（補助率） 募集件数

① スマイル住宅
補助金

認定長期優良住宅、認定低炭素住
宅または、きた住まいる住宅を新
築する人に補助

20 万円 先着 50 件

②
ユニバーサル
デザイン住宅
新築補助金

市が定めるユニバーサルデザイン基
準に適合する住宅を新築する人に
補助

20 万円 ②③併せて
先着３件

③
ユニバーサル
デザイン住宅
増改築補助金

住宅の床面積を増やし、その部分
またはその部分を含めてユニバーサ
ルデザイン化工事をする人に補助

上限
20 万円

（50％）

②③併せて
先着３件

④
ユニバーサル
デザイン住宅
改造補助金

身体障害者手帳1・2 級または介護
認定を受けている人のため、住まい
の障壁を取り除く工事をする人に補
助

上限
40 万円

（80％）
先着 32 件

⑤ 住まいの改修
助成金

住宅の長寿命化や、省エネルギー
化などへの改修により、住宅性能が
向上する工事をする人に助成

５万円
第１回    終了
第２回 150 件
第３回 100 件

⑥ 空家改修
補助金

北海道空き家情報バンクに登録さ
れている空き家を購入して改修する
人に補助

上限
30 万円

（30％）
先着２件

⑦ 耐震診断
補助金

昭和 56 年以前に建築された住宅の
耐震診断を行う人に補助

上限
５万円

（50％）
先着３件

⑧ 耐震改修
補助金

耐震診断により「倒壊する可能性が
ある」と診断された住宅の耐震改修
工事を行う人に補助

上限
30 万円

（費用に応じ
変動）

⑧⑨併せて
先着３件

⑨ 旧耐震住宅
建替え補助金

耐震診断により「上部構造評点が 0.4
未満」と診断され、同一敷地内で住
宅を建て替えする人に補助

上限
30 万円

（23％）

⑧⑨併せて
先着３件

⑩ 特定空家解体
補助金

住宅性能が著しく低下している特定
空家の除却をする人に補助

上限
50 万円

（80％）
先着 10 件

新　

築

解　

体

リ
フ
ォ
ー
ム

　住宅の増改築・改造など、各分野
の専門家によるユニバーサルデザイ
ンに関する無料相談。

日時　毎月第２・第４水曜日
　　　13 時〜16 時
場所　市庁舎 10 階

　空き家を含めた、住まいの売却・
相続・管理・リフォームなど、専門
家による無料相談。

日時　毎月第２日曜日、第４火曜日
　　　13 時〜16 時（事前予約制）
場所　市庁舎 10 階、市民文化ホール、
　　　とかちプラザ

ユニバーサルデザイン
住宅相談会

住まいのワンストップ
相談窓口

専門家たちが多方面からサポート
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４
月
の
市
長
選
挙
で
再
選
し
、
引
き

続
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
身
を
引
き
締
め
、
市
政
執
務
に

当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
８
年
前
の
市
長
就
任
以
来
、

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
旗
印
に
、

産
業
振
興
の
取
り
組
み
を
中
心
と
し
て
、

福
祉
や
教
育
、
都
市
づ
く
り
な
ど
の
幅

広
い
政
策
を
結
び
付
け
な
が
ら
、
持
続

的
に
発
展
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
豊
か
な
自
然
、
食

や
農
、
空
間
や
時
間
の
ゆ
と
り
な
ど
、

大
都
市
圏
に
は
な
い
強
み
や
魅
力
あ
る

資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
源
は
、

将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
「
潜
在
力
」

で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
潜
在
力
を
十
勝

全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
、
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
期
８
年
が
経
過
し
、
十
勝
・
帯
広

を
外
側
か
ら
見
て
い
た
だ
く
目
が
変
わ

り
、
こ
の
地
域
の
人
た
ち
の
主
体
的
な

動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
選

挙
活
動
中
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち

を
途
中
で
止
め
な
い
で
、
最
後
ま
で

し
っ
か
り
仕
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
多
く
の
激
励
を
直
接
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で

は
な
か
っ
た
と
実
感
し
、
と
て
も
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
市
民
の
生
活
に
関
わ
る
市

の
条
例
や
予
算
は
、
市
民
の
代
表
機
関

で
あ
る
市
議
会
の
議
決
を
経
て
成
立
し

ま
す
が
、
議
決
に
至
る
前
の
段
階
に
お

い
て
、
市
か
ら
の
情
報
提
供
の
仕
方
が

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
声
を
真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
、

市
長
就
任
記
者
会
見
の
際
に
、
私
は
、

３
期
目
に
か
け
る
思
い
を
「
信
」
と
い

う
漢
字
一
文
字
で
表
現
し
ま
し
た
。
選

挙
活
動
中
に
お
い
て
も
「
責
任
あ
る
信

頼
」
と
い
う
言
葉
を
幾
度
か
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
信
頼
は
、
無
責

任
の
上
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

行
政
が
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ

と
を
正
し
く
説
明
し
、
行
政
の
責
任
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
築
か

れ
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
信
頼
感
を
高
め
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
蓄
積
を
大
切
に
し
、
動
き
始

め
た
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
自
立
や
自
走
に
向

け
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
に
は
、
将
来
へ
の
発
展

の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

未
来
に
挑
戦
す
る
進し
ん
し
ゅ取
の
精
神
を
受
け

継
ぐ
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新
し

い
開
拓
の
時
代
に
覚
悟
を
も
っ
て
向
き

合
い
、
知
恵
や
情
熱
を
結
集
し
、「
夢
か

な
う
ま
ち　

お
び
ひ
ろ
」
の
実
現
に
向

け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4110）問い合わせ

市長への手紙をお寄せください

キリトリセン

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

キ
リ
ト
リ
セ
ン

回答が不要の場合は□に を記入してください

□ 回答はいらない

ご住所：〒　　　　　　　　帯広市

ご意見・ご提言をお寄せください

お名前：　　　　　　　　　　年齢：　　　歳　性別：　　　電話：　　　　（　　　）

ご意見と回答の要旨を、広報紙やホームページなどに掲載してよろしいですか

□ 掲載してよい※　□ 掲載してほしくない（□に を記入してください）

市長への手紙
のりしろ

のりしろ

※掲載するのは文書で回答したものに限ります。また、ご意見と回答の要旨は、個人が特定できないように編集します。

まちづくりに
あなたの声を

　市民の皆さんの声を市の仕事に反映させ、市民協働のまちづくりを進めるために、この用紙を使って市
政へのご意見・ご提言をお寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所、氏名を記入してください。匿名の場合は回答することができません。
　文書で回答したものは、原則として、個人が特定できないように編集した上で広報紙やホームページな
どに掲載します。お寄せいただいた内容の公開について、承諾いただけるかどうかをこの用紙のチェック
欄でお知らせください。
　なお、個人情報については帯広市個人情報保護条例に基づき適切に取り扱います。

皆さんと拓
ひら

く
十勝・帯広の未来

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム



■ 4 ■広報おびひろ　平成 30 年６月号

キリトリセン

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

帯
広
の
森
を
育
む

仲
間
た
ち

森
づ
く
り
活
動
団
体
の
紹
介

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
６
）、
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２
０
０
）

　
多
く
の
市
民
の
手
で
造
ら
れ
た
都
市
公
園
「
帯
広
の
森
」
を
育
ん
で
い
く
た
め
、

市
民
団
体
な
ど
が
森
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

帯
広
の
森
の
今

　

市
街
地
南
西
に
あ
り
面
積
４
０
６
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な「
帯
広
の
森
」

は
、
昭
和
50
年
に
開
始
し
た
市
民
植
樹

祭
な
ど
に
よ
り
、
約
15
万
人
の
市
民
の

手
で
約
40
年
か
け
て
24
万
本
程
の
樹
木

が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
市
民
の
手
で
形

づ
く
ら
れ
た
公
園
で
す
。

　

初
期
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
大
き
く

成
長
し
、
森
林
ら
し
い
景
観
の
場
所
も

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、

「
ひ
弱
な
木
が
混
み
合
っ
て
い
る
」「
外

来
種
が
侵
入
し
て
い
る
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

森
を
支
え
る
人
た
ち

　

こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
森

を
明
る
く
健
全
に
育
成
し
て
い
く
た
め

に
は
、
間
伐
や
草
刈
り
な
ど
の
育
林
作

業
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

現
在
、
帯
広
の
森
で
は
、
市
の
承
認

を
受
け
た
10
の
市
民
団
体
が
「
森
づ
く

り
活
動
団
体
」
と
し
て
、
帯
広
の
森
づ

く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
森
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
の
手
に
よ
る
森
づ

く
り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●森づくり活動団体の活動に参加。
　（帯広の森・はぐくーむで、活動

団体の情報を発信しています）
●帯広の森・はぐくーむと活動団体

の連携行事などに参加。（森づく
りの集いなど）

●みどりの課主催の行事に参加。
　（帯広の森を巡る散策ツアーなど）

森づくり活動 団体による
特色ある活動

森づくり活動を体験するには…

検 索帯広の森・はぐくーむ

行事などの情報は

親子で森づくり体験 間伐材で散策路づくり

清掃活動できれいな森へ 間伐による森づくり

①エゾリスの会
②森の回廊＠十勝
③日本森林林業振興会 帯広支所
④帯広の森サポーターの会
⑤美幌報徳会
⑥帯広の森を育む会
⑦森づくりサークルもりとも！
⑧十勝キムンカムイの森
⑨ＮＰＯぷれいおん・とかち
⑩十勝きこりクラブ

森づくり活動団体（10団体） 

　カシワやミズナラなどの郷土樹種による、
ふるさとの森を目指し、間伐や草刈り、森や
動植物の調査、間伐材を利用した看板やベン
チの製作、親子で行う外来植物の抜き取りな
どの活動を行っています。
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配偶者の合計所得金額
控除を受ける人の合計所得ごとの控除額 配偶者の合計所得金額に対応する収入金額（参考）

900 万円以下 900 万円超～
950 万円以下

950 万円超～
1000 万円以下 給与収入のみ 年金収入のみ（65 歳以上※１）

配偶者が
70 歳未満

38 万円以下
33 万円 22 万円 11 万円

０円 〜 103 万円以下 ０円 〜 158 万円以下
配偶者が
70 歳以上 38 万円 26 万円 13 万円

38 万円超 〜 90 万円以下 33 万円 22 万円 11 万円 103 万円超 〜 155 万円以下 158 万円超 〜 210 万円以下

90 万円超 〜 95 万円以下 31 万円 21 万円 11 万円 155 万円超 〜 160 万円以下 210 万円超 〜 215 万円以下

95 万円超 〜 100 万円以下 26 万円 18 万円 9 万円 160 万円超 〜 166 万 8000 円未満 215 万円超 〜 220 万円以下

100 万円超 〜 105 万円以下 21 万円 14 万円 7 万円 166 万 8000 円以上 〜 175 万 2000 円未満 220 万円超 〜 225 万円以下

105 万円超 〜 110 万円以下 16 万円 11 万円 6 万円 175 万 2000 円以上 〜 183 万 2000 円未満 225 万円超 〜 230 万円以下

110 万円超 〜 115 万円以下 11 万円 8 万円 4 万円 183 万 2000 円以上 〜 190 万 4000 円未満 230 万円超 〜 235 万円以下

115 万円超 〜 120 万円以下 6 万円 4 万円 2 万円 190 万 4000 円以上 〜 197 万 2000 円未満 235 万円超 〜 240 万円以下

120 万円超 〜 123 万円以下 3 万円 2 万円 1 万円 197 万 2000 円以上 〜 201 万 6000 円未満 240 万円超 〜 243 万円以下

123 万円超 〜 控除対象外 201 万 6000 円以上 〜 243 万円超 〜

配偶者
控除

控除を受ける人の合計所得金額が 900 万
円を超えると控除額が段階的に減少し、
1000万円を超えると控除が適用されま
せん。

配偶者
特別控除

・被扶養者である配偶者の合計所得の上
限が 123万円まで拡大されました。（給与
収入のみの場合 201 万 6000 円未満まで）
・控除を受ける人の合計所得金額が900
万円を超えると控除額が段階的に減少し
ます。

控除適用の要件 扶養者としての扱い・非課税限度への影響

１  控除を受ける人のその年における合計所得金額が 1000 万円以下
２  民法の規定による配偶者（内縁関係の人は該当しない）
３  控除を受ける人と生計を一にしている
４  年間の合計所得金額が38万円以下
５  青色または白色申告者の専従者でない

・税法上の扶養とし、扶養
　控除の該当する者として
　取り扱う
・控除を受ける人の非課税
　限度額に影響あり

１  控除を受ける人のその年における合計所得金額が 1000 万円以下
２  配偶者が、次の四つの要件すべてに当てはまること
　（１）  民法の規定による配偶者（内縁関係の人は該当しない）
　（２）  控除を受ける人と生計を一にしていること
　（３）  青色または白色申告者の専従者でない
　（４）  年間の合計所得金額が 38 万円超から123 万円以下

・控除額は生じるが、税法
　上の扶養に該当しない
・控除を受ける人の非課税
　限度額に影響なし

配
偶
者
控
除
お
よ
び

配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正

平
成
31
年
度
の
住
民
税
か
ら
適
用

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控

除
の
見
直
し

　

配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
と

は
、
要
件
を
満
た
す
配
偶
者
が
い
る
場

合
に
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
適
用
さ
れ
る
控
除
で
、
課
税
を
す
る

前
年
の
12
月
31
日
時
点
で
、
適
用
要
件

に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
控
除

の
適
用
に
よ
り
税
額
が
減
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
控
除
は
、
平
成
31
年
度
の

住
民
税
か
ら
適
用
範
囲
と
控
除
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
各
控
除
の
変
更
内
容

に
つ
い
て
は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別

控
除
の
要
件
お
よ
び
控
除
額
な
ど
は
、

表
２
と
表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

控
除
を
受
け
る
人
の
合
計
所
得
金
額
が

９
０
０
万
円
以
下
で
、
配
偶
者
の
合
計

所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
（
給
与
収
入

の
み
の
場
合
１
０
３
万
円
以
下
、
65
歳

以
上
※
１
の
年
金
収
入
の
み
の
場
合
１

５
８
万
円
以
下
）
の
人
は
、
今
回
の
変

更
に
よ
る
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控

除
を
適
用
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
、

市
民
税
・
道
民
税
の
申
告
、
年
末
調
整
、

公
的
年
金
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
な
ど

か
ら
控
除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１　

課
税
す
る
年
の
１
月
１
日
時
点

で
65
歳
以
上
の
人

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
の

注
意
点

　

配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
と

も
に
、
被
扶
養
者
で
あ
る
配
偶
者
本
人

の
住
民
税
額
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、配
偶
者
本
人
の

合
計
所
得
金
額
が
非
課
税
限
度
額
※
２

を
超
え
る
と
、均
等
割（
年
間
５
０
０
０

円
）と
い
う
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
一
定
の
金
額
を
上
回
る
と
、
所

得
金
額
と
控
除
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る

所
得
割
と
い
う
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
控
除
を
受
け
る
人
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
の
所
得
や
税
控
除
は
、
税
額
や
課

税
、非
課
税
に
影
響
し
、各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
関
係
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
業

務
担
当
部
署
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
２　

非
課
税
限
度
額
は
扶
養
の
人
数

や
申
告
内
容
で
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

市
民
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
０
）

　
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
31
年
度
の
住
民
税
か
ら
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
平
成

30
年
中
の
所
得
金
額
に
基
づ
い
て
、
平
成
31
年
度
の
住
民
税
を
計
算
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

表３　配偶者控除額と配偶者特別控除額（平成 31 年度以降）

表１　配偶者控除と配偶者特別控除の変更内容

表２　配偶者控除と配偶者特別控除の適用要件（平成 31 年度以降）

配
偶
者
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

配
偶
者
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

・配偶者控除は、課税する年の１月１日に、配偶者の年齢が70歳未満か70歳以上かによって控除額が変わります。
・控除を受ける人の合計所得金額が1000万円超の場合は控除が受けられません。
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
へ

第
七
期
帯
広
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

計
画
策
定
の
背
景
と
趣
旨

人
口
減
少
と
高
齢
化

　

帯
広
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
の
時
点
で

４
万
４
５
８
７
人
で
し
た
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
推
計
な
ど
か
ら
帯
広
市
が
独
自

に
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、

高
齢
者
は
５
万
１
０
７
６
人
へ
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。（
図
１
）

　

そ
れ
に
伴
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
や
高
齢
者
の
夫
婦
の
み
世
帯
、
認
知

症
や
介
護
が
必
要
に
な
る
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
、
要
介
護
認
定
率
の

高
い
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
、
元
気
な
高
齢
者
は
も
と
よ

り
、
介
護
や
日
常
生
活
上
の
支
援
が
必

要
と
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
や
自
宅
で
生
活
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正

　

平
成
29
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め

の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
・

重
度
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
が
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
職
な
ど
と
連
携
し
た
介
護

予
防
の
実
施
や
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
地
域
住
民
と
協
働
し
、

地
域
や
個
人
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
解

決
し
て
い
け
る
よ
う
、「
わ
が
事
・
丸

ご
と
」
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化

　

帯
広
市
で
も
、
多
様
な
高
齢
者
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
基
本
理
念
で

あ
る
「
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
健
康
で
生
き
生
き
と
充
実

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社

会
」
を
目
指
し
、
高
齢
者
が
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。（
図
２
）

　

こ
の
た
め
、
第
七
期
計
画
は
、
第
六

期
計
画
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
方
向
性
を
継
承
し
、
六
つ
の
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

取
り
組
み
１

　

よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
ち
、
培
わ
れ
た
知
識
、
経
験
、
技
能

を
生
か
し
て
、
自
ら
社
会
参
加
で
き
る

よ
う
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

交
流
機
会
の
促
進

　

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
交
流
機
会
や
、

趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
な
ど
の
活
動

を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
の
促
進
と
、

高
齢
者
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
館
「
ま
ち

な
か
」
な
ど
の
交
流
機
会
の
場
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

就
労
の
場
の
確
保
・
拡
大

　

高
齢
者
の
多
様
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
の
就
業
機
会
の
確
保
や
、
就
労

相
談
な
ど
を
担
う
関
係
機
関
と
連
携
し

た
高
齢
者
の
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

取
り
組
み
２

　

糖
尿
病
や
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病

や
、
心
の
病
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
な
ど
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
て
も
そ
の
重
度
化
を
防
ぐ
た
め
の

自
主
的
な
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

食
生
活
や
運
動
、
休
養
な
ど
の
知
識

の
普
及
・
啓
発
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る

訪
問
指
導
や
、
自
主
的
な
健
康
づ
く
り

を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
に
努
め
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
と
重
症
化
予
防

　

各
種
検
診
や
健
康
診
査
な
ど
の
実
施
、

高
齢
者
に
対
す
る
予
防
接
種
を
推
進
し

ま
す
。

一
般
介
護
予
防
事
業

　

住
民
主
体
の
介
護
予
防
活
動
の
促
進
、

介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
、

講
師
派
遣
に
よ
る
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
活
動
を
通
じ

た
介
護
予
防
に
有
効
な
地
域
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

取
り
組
み
３

総
合
的
な
相
談
体
制
の
整
備

　

総
合
相
談
窓
口
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に

合
っ
た
介
護
・
保
健
・
福
祉
・
医
療
な

ど
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
相

談
、
調
整
、
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を
推
進

し
、
市
全
体
で
対
応
す
べ
き
課
題
整
理

と
社
会
資
源
の
開
発
に
努
め
ま
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
、
健
康
な
高

齢
者
を
含
む
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
、
訪
問

型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
り
、

そ
の
両
方
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
在

宅
支
援
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
給
付
・
予
防
給
付
の
充
実
と
合
わ

せ
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
の
整
備
・
充
実
を
進
め
ま
す
。

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
夫

婦
の
み
世
帯
、
認
知
症
の
高
齢
者
の
増

加
を
見
据
え
、
安
否
確
認
や
見
守
り
体

制
の
充
実
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

取
り
組
み
４

　

住
み
慣
れ
た
地
域
や
環
境
の
中
で
日

常
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も

の
の
、
介
護
の
必
要
性
や
介
護
者
の
有

高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
）

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
の
在
り
方
を
考
え
、
平
成
30
年
か
ら

３
年
間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

※１　日常生活圏域　人口や施設の整備状況など、地域の特性に応じて必要なサービスを受けられるよう、身近な地域で市内を八つに区分したもの。

2019年 2020年 2025年
65歳以上割合

18万 33%

32%

31%

30%

29%

28%

27%

16万

14万

12万

10万

８万

６万

４万

２万

（人）

0～64歳 65歳以上

5万10765万1076

10万770410万7704

32.2%32.2%

29.9%29.9%

4万93094万9309

11万541511万5415

29.2%29.2%

4万83874万8387

11万726011万7260

図２　地域包括ケアシステムのイメージ

図１　帯広市の将来推計人口と高齢化率

通院・入院

訪問 訪問

相談

支援

通所・入所

参加支援

ＮＰＯなどによる
送迎サービスや買い物支援

自治会・ボランティア
介護予防教室

医  療 介  護

生活支援・
介護予防

住まい

日常生活圏域※１

日常生活圏域で
必要なサービスが
受けられる 地域包括支援センター

ケアマネージャー

身近な
相談窓口

１高齢者の生きがいづくり
２健康づくり・介護予防
　の推進
３在宅サービスの充実
４施設サービスの充実
５地域で支える仕組み
　づくり
６認知症施策の推進

六つの必要な取り組み
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無
な
ど
の
家
庭
環
境
な
ど
に
よ
り
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
多
く
み
ら
れ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望
者

が
多
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

入
所
希
望
者
の
実
態
、
緊
急
性
な
ど
を

考
慮
し
て
、
必
要
な
量
の
確
保
、
質
の

向
上
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

　

既
存
施
設
の
用
途
変
更
に
よ
り
25
床

増
床
し
ま
す
。

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

29
床
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

一
つ
の
日
常
生
活
圏
域
に
18
床
、
全

日
常
生
活
圏
域
を
対
象
に
９
床
、
計
27

床
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

定
員
29
人
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

多
様
な
住
ま
い
の
普
及
の
推
進

　

民
間
に
よ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
、

多
様
な
住
ま
い
に
関
す
る
情
報
の
周
知

に
努
め
ま
す
。

住
ま
い
に
関
す
る
相
談
支
援

　

高
齢
者
の
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
や

空
き
家
な
ど
の
情
報
提
供
な
ど
、
関
係

部
課
と
連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

取
り
組
み
５

　

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、
見
守
り
や
互
助
な

ど
地
域
で
支
え
合
う
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
一
人
ひ
と
り
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
に
は
、
社
会

全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
意
識
啓
発

　

高
齢
化
社
会
の
問
題
が
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
市
民
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地

域
支
え
合
い
推
進
員
を
配
置
し
、
市
全

域
・
各
日
常
生
活
圏
域
の
実
情
に
応
じ

た
地
域
の
支
え
合
い
を
推
進
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
の
意
識
啓
発
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
や
団
体
の
育
成
・
支
援

に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

　

高
齢
者
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
や
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
の
見
守
り
体
制
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
等
の
利
用
促
進

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー「
み
ま
も
ー
る
」

の
取
り
組
み
強
化
と
、
市
民
後
見
人
の

養
成
の
推
進
に
よ
り
、
高
齢
者
の
権
利

擁
護
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

防
災
・
防
犯
体
制
等
の
整
備

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
な
ど
へ
の
、
避
難
支
援

計
画
の
作
成
促
進
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
施
策
の
推
進

取
り
組
み
６

　

国
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
に
よ
る
と
、

日
本
の
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認
知

症
や
そ
の
予
備
軍
と
言
わ
れ
て
い
て
、

帯
広
市
で
も
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を

進
め
、
地
域
住
民
・
関
係
機
関
・
民
間

企
業
・
行
政
が
連
携
し
た
地
域
の
見
守

り
体
制
を
充
実
し
、
早
期
相
談
や
早
期

診
断
後
の
支
援
に
向
け
て
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発

　

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
や
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を

充
実
し
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
広
く
普
及
・
啓
発
し
ま
す
。

予
防
対
策
の
推
進

　

生
活
習
慣
病
と
認
知
症
の
関
係
な
ど
、

認
知
症
発
症
予
防
の
周
知
啓
発
を
進
め

ま
す
。

相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総

合
相
談
体
制
の
推
進
、
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
と
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
早
期
相
談
・
支
援
の
強
化
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
相
談
で
き
る

認
知
症
カ
フ
ェ
の
推
進
な
ど
、
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
連
携
や
、

認
知
症
ケ
ア
に
携
わ
る
多
職
種
研
修
な

ど
を
進
め
、
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

地
域
の
見
守
り
体
制
の
構
築

　
「
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
充
実
や
、
徘
徊
模
擬
訓
練
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景
と
主
旨

　

障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生

活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
児
支

援
、
相
談
支
援
、
地
域
生
活
支
援
事
業

な
ど
が
計
画
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、

数
値
目
標
や
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
み
、

確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
定
め
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
障
害
者
総
合
支
援

法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
っ

て
、
障
害
児
福
祉
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
帯
広
市
障
害

児
福
祉
計
画
と
一
体
的
な
計
画
と
し
て

策
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針

　

障
害
の
あ
る
人
が
自
ら
居
住
す
る
場

を
選
択
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

障
害
の
な
い
市
民
と
と
も
に
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
、

人
が
や
さ
し
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
人

に
対
す
る
理
解
を
広
め
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
※
２
理
念
の
定
着
と
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
を
計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
の
心
配
や
障
害
の
あ
る

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
や
、
家
族
を

支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

な
ど
を
計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

重
点
項
目

◆
入
所
施
設
な
ど
か
ら
地
域
生
活
へ
の

移
行
促
進

　

地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
施
設
入
所
者
や
社
会
的
入
院
な
ど
を

し
て
い
る
障
害
の
あ
る
人
に
、
入
所
や

入
院
中
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向

け
た
相
談
支
援
の
提
供
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
し
て
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
計
画
的
に
地
域
移
行
・
定
着
を
促
進

し
て
い
く
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

【
目
標
】
▼
平
成
32
年
度
ま
で
に
施
設

入
所
し
て
い
る
人
の
う
ち
11
人
を
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
生
活
へ
移

行
▼
平
成
32
年
度
ま
で
に
施
設
入
所
者

数
を
２
７
９
人
に
削
減

◆
相
談
支
援
体
制
の
充
実

　

障
害
の
あ
る
人
を
主
体
と
し
、
本
人

が
希
望
す
る
暮
ら
し
や
、
意
欲
や
能
力

（
適
性
）に
応
じ
た
活
動
な
ど
が
で
き
る

よ
う
、
相
談
支
援
専
門
員
を
中
心
に
地

域
の
関
係
機
関
の
連
携
や
協
働
を
図
る

な
ど
、
相
談
支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

【
目
標
】
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

（
居
住
支
援
機
能
と
地
域
支
援
機
能
を

面
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
備
）

◆
就
労
支
援
の
強
化

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
、

個
々
の
能
力
や
特
性
、
意
欲
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
企
業
や
地
域

住
民
の
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
障
害
の
あ

る
人
の
就
労
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
目
標
】
平
成
32
年
度
中
に
、
就
労
移

行
支
援
事
業
な
ど
を
通
じ
て
一
般
就
労

に
移
行
す
る
人
の
目
標
を
32
人
と
設
定

◆
発
達
支
援
体
制
の
充
実

　

子
ど
も
や
保
護
者
に
対
し
て
、
乳
幼

児
健
診
な
ど
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や

子
育
て
支
援
な
ど
の
提
供
を
通
じ
て
、

早
期
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
包
括
的
な

支
援
体
制
を
整
備
し
、
障
害
の
心
配
が

あ
る
段
階
か
ら
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ

た
発
達
の
支
援
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

発
達
や
障
害
に
つ
い
て
、
保
護
者
が

知
識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

家
族
向
け
講
座
や
相
談
会
の
実
施
、
親

同
士
の
つ
な
が
り
を
図
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

重
症
心
身
障
害
児
（
医
療
的
ケ
ア
児

を
含
む
）
に
対
し
て
、
家
族
と
医
療
機

関
や
相
談
支
援
事
業
所
、
学
校
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

強
度
行
動
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
支

援
に
対
し
て
、
医
療
や
保
健
、
福
祉
、

教
育
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進

め
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
保
護
者
が
安

心
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
を
中
心

に
、
関
係
機
関
の
連
携
を
進
め
る
ほ
か
、

情
報
交
換
、
支
援
者
の
人
材
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
目
標
】
▼
平
成
32
年
度
ま
で
に
居
宅

訪
問
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
１
カ

所
確
保
▼
平
成
32
年
度
ま
で
に
重
症
心

身
障
害
児
（
医
療
的
ケ
ア
児
含
む
）
支

援
お
よ
び
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
児
童

へ
の
支
援
に
関
す
る
協
議
の
場
を
設
置

※２　ノーマライゼーション　障害のある人が特別視されることなく、一般社会の中で普通に生活し、ともに生きる社会こそが普通（ノーマル）の社
会であるという考え方。

障害福祉課（市庁舎１階、☎65・4147、ＦＡＸ23・0163）
子育て支援課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9700）

問い合わせ

障害のある人の
福祉
第五期帯広市障害福祉計画
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普通救命講習１　出血時の止血法や心臓停止、呼吸停止時の救命手当て、ＡＥＤの使い方などを習得。　日７月９日（月）、13 時 30 分〜16 時 30 分　場消
防庁舎（西６南６）　定先着 50 人　￥500 円　申問６月３日（日）〜７月２日（月）までに、帯広消防署救急課（西６南６、消防庁舎１階、☎26・9132）へ。

国
保
料
の
軽
減
・

減
免
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

低
所
得
者
の
軽
減
制
度

　

前
年
中
の
所
得
※
１
が
基
準
額
以
下

の
世
帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
料

の
平
等
割
と
均
等
割
※
２
が
、あ
ら
か
じ

め
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽

減
の
割
合
は
７
割
、
５
割
、
２
割
の
３

種
類
で
す
。
４
月
１
日
（
途
中
加
入
者

の
場
合
は
世
帯
主
が
加
入
し
た
日
）
の

世
帯
内
の
加
入
者
数
と
、
前
年
所
得
で

軽
減
の
割
合
を
判
定
し
ま
す
。
平
成
30

年
度
は
、
５
割
と
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
基
準
額
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

や
む
を
得
ず

失
業
し
た
人
の
軽
減
制
度

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
や
む
を
得
ず
失

業
し
た
人
が
国
保
に
加
入
し
た
場
合
、

保
険
料
や
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
失
業
に

よ
り
新
た
に
国
保
に
加
入
し
た
人
と
、

既
に
国
保
に
加
入
し
て
い
て
失
業
し
た

人
の
う
ち
、
雇
用
保
険
の
「
特・

・定
受
給

資
格
者
」
ま
た
は
「
特・

・定
理
由
離
職
者
」

に
該
当
す
る
人
で
す
。（
図
１
）

国
保
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

公
共
職
業
安
定
所
で
雇
用
保
険
の
手

続
き
を
し
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
雇
用
保
険
特・

・例
受
給
資
格

者
証
」「
雇
用
保
険
高・

・

・

年
齢
受
給
資
格

者
証
」
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

軽
減
の
内
容
は
、
離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
、
対
象
者
の
前
年
所

得
の
う
ち
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
し
て
保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
の
判
定
の
際
に
も
、

対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
判
定
し
ま
す
。

減
免
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
減
免
の
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
世
帯
が
対
象

　

世
帯
全
員
の
資
産
や
退
職
金
な
ど
を

活
用
し
て
も
生
活
が
著
し
く
困
難
で
、

所
得
の
要
件
（
図
２
）
に
当
て
は
ま
る

世
帯
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
所
得
割
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
免
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
表
２
）

そ
の
他
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合

・
失
業
や
病
気
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合

・
長
期
入
院
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
が

掛
か
っ
た
場
合

・
火
災
や
地
震
な
ど
で
資
産
に
重
大
な

損
害
を
受
け
た
場
合

他
の
健
康
保
険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
65
歳
以
上
の
人
の
減
免
制
度

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
場
合
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

人
（
旧
被
扶
養
者
）
で
国
保
に
加
入
し

た
65
歳
以
上
の
人
は
、
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
へ
加
入
手
続
き
を
す
る
と
き
に

減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

減
免
の
申
請
受
付
期
間

　

６
月
15
日
以
降
に
納
入
通
知
書
を
郵

送
す
る
の
で
、
対
象
者
は
印
鑑
と
納
入

通
知
書
を
持
参
の
上
、
国
保
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
の
理
由
に
よ
り

証
明
書
類
が
必
要
な
場
合
や
、
受
付
期

間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
減
免
申
請
の
期
限

は
、
原
則
、
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま

で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
伴
う
保
険
料
の
特
別
措
置

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
加
入
者
の
人

数
が
少
な
く
な
る
国
保
世
帯
に
は
、
保

険
料
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
別
措
置
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
特
別
措
置
１

　

低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
人
が
世
帯
内
に
い
て
、
世
帯

の
所
得
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
移
行

前
と
同
率
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
移
行
し
た
人
の
前
年
所
得
や
人
数

を
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

◆
特
別
措
置
２

　

１
人
に
な
っ
た
世
帯
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
す
る
こ
と
で
、
国
保
に
残
る
加
入

者
が
１
人
に
な
っ
た
場
合
は
、
世
帯
構

成
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
移
行
後
５
年

間
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
の
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

６
年
目
か
ら
は
３
年
間
、
医
療
保
険
分

と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割
が

４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
賦ふ

か課
限
度
額

　

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
（
上
限
額
）

を
、
国
の
基
準
改
正
に
合
わ
せ
て
改
定

し
ま
す
。（
表
３
）

　

な
お
、
今
年
度
の
保
険
料
率
な
ど
は
、

広
報
お
び
ひ
ろ
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
助
け
合
い
の
仕
組
み
で
す
。
制
度
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
６
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

※
１　

対
象
と
な
る
「
所
得
」
と
は

　

平
成
29
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
の
、
世
帯
全
員
の
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　

給
与
や
公
的
年
金
で
は
、
収
入
か
ら

給
与
所
得
控
除
額
や
公
的
年
金
等
控
除

額
を
差
し
引
い
た
額
で
、
社
会
保
険
料

控
除
、
医
療
費
控
除
、
配
偶
者
控
除
な

ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年

金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入

は
含
み
ま
せ
ん
。

※
２　

国
民
健
康
保
険
料
と
は

　

保
険
料
は
⑴
医
療
保
険
分
、
⑵
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
、
⑶
介
護
保
険
分

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
⑴
～
⑶

そ
れ
ぞ
れ
が
①
平
等
割
（
世
帯
単
位
で

掛
か
る
）、
②
均
等
割
（
加
入
者
１
人

ず
つ
に
掛
か
る
）、
③
所
得
割
（
加
入

者
全
員
の
前
年
所
得
で
算
定
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

軽減割合 基準額
７割 33万円（変更なし）

５割

27万円

　
33万円＋27万5000円×加入者数

（平成30年度から）

２割

49万円

33万円＋50万円×加入者数
（平成30年度から）

表１  軽減の対象となる所得の基準額 図１　失業した人の軽減
　　　制度の対象

図２　減免の対象となる所得の要件

所得の少ない世帯のうち
加入者が特別寡婦・特別障害者に
該当または、同居の特別障害者（加
入者に限る）を扶養する世帯のうち

※３  旧国保被保険者：国保から後期高齢者医療制度に移行した人

世帯の前年の総所得が加
入者数と旧国保被保険者
数※３の合算数× 35 万円
＋ 33 万円以下の世帯

世帯の前年の総所得が加入者数
と旧国保被保険者数※３の合算数
× 35 万円＋ 55 万円以下の世帯

雇用保険受給資格者証に
記載されている離職理由
コードが 11、12、21、
22、31、32の人

雇用保険受給資格者証に
記載されている離職理由
コードが23、33、34の人

特定受給資格者

特定理由離職者

区　分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 給与収入  約98万円〜 133万円

２人世帯 給与収入  約98万円〜 171万9000円

３人世帯 給与収入  約98万円〜223万1000円

４人世帯 給与収入  約98万円〜273万1000円

区　分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入  約153万円〜203万円

２人世帯 年金収入  約153万円〜238万円

区　分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入  約103万円〜 140万6000円

２人世帯 年金収入  約103万円〜 187万3000円

表２  低所得世帯が対象の減免基準と適用事例

● 給与収入のみの場合の減免基準

● 年金収入のみの場合の減免基準
① 昭和 28 年１月１日以前生まれの人

② 昭和 28 年１月２日以降生まれの人

いずれも、世帯で所得がある人が
１人の場合

区　分 29 年度 30 年度

医療保険分 54万円 58万円

後期高齢者
支援金分 19万円 19万円

介護保険分 16万円 16万円

合　計 89万円 93万円

表３  賦課限度額（上限額）
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普通救命講習２　出血時の止血法や心臓停止、呼吸停止時の救命手当て、ＡＥＤの使い方などを習得。　日７月 19 日（木）、13 時 30 分〜 16 時 30 分　場南
出張所（西 17 南 41） 　定先着 30 人 　￥500 円　申問６月 13 日（水）〜７月 12 日（木）までに、帯広消防署救急課（西６南６、消防庁舎１階、☎26・9132）へ。

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
は
所
得
と
世
帯
の
課
税
状
況
で
計
算
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
納

め
る
介
護
保
険
料
と
、
国
・
道
・
市
の

負
担
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
の
総
額
は
、

制
度
運
営
の
財
源
の
約
23
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

保
険
料
額
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
間
に
掛
か
る
と
見
込
ま
れ

る
介
護
給
付
費
か
ら
、
国
な
ど
が
負
担

す
る
分
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に

支
払
う
自
己
負
担
を
差
し
引
い
た
額
が

保
険
料
総
額
と
な
る
よ
う
に
、
65
歳
以

上
の
人
の
所
得
と
世
帯
の
課
税
状
況
に

応
じ
て
計
算
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
額
は

６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
「
介
護
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
が
納
め
る

介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
（
老
齢
・

退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
）
の
受
給
者
は
、

年
６
回
、
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
天
引

き
す
る
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。（
図

２
）

●
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

　

次
の
人
は
年
10
回
、
金
融
機
関
の
窓

口
や
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。（
図
３
）

・
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
人

・
４
月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
が
な

か
っ
た
人

・
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め
、
現
況

届
の
未
提
出
な
ど
で
年
金
が
停
止
さ

れ
て
い
る
人

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通

帳
、
届
け
出
印
を
持
参
の
上
、
取
扱
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
な

ど
の
窓
口
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
納

付
の
手
間
が
省
け
て
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
替
手
続
き

は
、
介
護
保
険
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

納
付
書
で
は
金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ

か
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
・
セ
ブ
ン
–イ

レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

納
め
方
が
一
時
的
に
納
付
書
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

・
年
度
途
中
で
65
歳
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
な
っ
た
場
合

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
度
途
中
で
年
金
（
老
齢
・
退
職
・

遺
族
・
障
害
年
金
）
の
受
給
が
始

ま
っ
た
場
合

・
収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど
で
、
保

険
料
の
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
た

場
合

・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
場

合
保
険
料
の
軽
減
制
度

　

収
入
が
少
な
い
世
帯
の
負
担
が
軽
く

な
る
よ
う
、
市
で
は
保
険
料
を
軽
減
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
減
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報
お
び

ひ
ろ
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
収
入
基

準
な
ど
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
世
帯
が

対
象
で
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
介
護
保
険
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
料
な
ど
の
軽
減
制
度

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
掛

か
る
利
用
料
な
ど
を
軽
減
し
た
り
、
高

額
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
す
な
ど
、

利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
施
設
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
５
０
）

　
誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
額
は
６
月
中
旬
に
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ保険料

40歳～64歳
27％

保険料
40歳～64歳
27％

保険料
50％
保険料
50％

公費
50％
公費
50％

保険料
65歳以上
23％

保険料
65歳以上
23％

国の負担金
25％

国の負担金
25％

道の負担金
12.5％
道の負担金
12.5％

市の負担金
12.5％
市の負担金
12.5％

表１　平成 30～32 年度　段階別介護保険料額

図２　特別徴収の期別金額計算方法

図３　普通徴収の期別金額計算方法

図１　介護保険制度運営の財源

保険料
段階 対　象　者 保険料

率
年額保険料

（平成30年度
～32年度）

第１
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、老齢福祉年金
の受給権者または生活保護受給の人 基準額

× 0.45 ３万 1270 円
世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円以下の人

第２
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が 80万円を
超え、120万円以下の人

基準額
× 0.68 ４万 7240 円

第３
段階

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の前年の合計所
得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超える人

基準額
× 0.75 ５万 2110 円

第４
段階

世帯に市町村民税課税者がいて、本人は非課税の
人（前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が 80万円以下の人）

基準額
× 0.90 ６万 2530 円

第５
段階

世帯に市町村民税課税者がいて、本人は非課税の
人（前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が 80万円を超える人）

１
基準額 ６万 9480 円

第６
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
80万円未満の人

基準額
× 1.15 ７万 9900 円

第７
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
80万円以上120万円未満の人

基準額
× 1.20 ８万 3370 円

第８
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
120万円以上150万円未満の人

基準額
× 1.25 ８万 6850 円

第９
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
150万円以上 200万円未満の人

基準額
× 1.30 ９万 320 円

第10
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
200万円以上 250万円未満の人

基準額
× 1.50 10万4220円

第11
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
250万円以上 300万円未満の人

基準額
× 1.60 11万1160円

第12
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
300万円以上 350万円未満の人

基準額
× 1.70 11万8110円

第13
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
350万円以上 500万円未満の人

基準額
× 1.85 12万8530円

第14
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
500万円以上1000万円未満の人

基準額
× 2.00 13万8960円

第15
段階

本人が市町村民税課税で、前年の合計所得金額が
1000万円以上の人

基準額
× 2.15 14万9380円

○前年度特別徴収の人は、原則としてその
年の２月の徴収額と同額を天引きします。

○前年度普通徴収の人は、前年度の所得段
階を参考に算出した額を天引きします。

○当該年度の確定した年間保険料のうち、４月と
６月の年金から天引きで納付した保険料を差し
引いた残りを４等分します。100 円未満の端数
は10月に天引きします。

介護保険料決定前 介護保険料決定後

徴収月 ４月 ８月 12月６月 10月 翌年２月

介護保険料決定

納　期 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6 期 第 7 期 第 8 期 第 9 期 第 1 0期
徴収月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 翌年1月 翌年2月 翌年3月

当該年度の年間保険料を１０等分した金額を納めます。
100 円未 満の端数は第１期（６ 月分）で調整します。

原則として、介護（予
防）サービスに掛かる
費用の１割（ または２
割）※１負担でサービス
を利用できます。

保険料を納め忘れると、滞納期間に応じた措置がとられることがあります。

サービス費用の全額
を支払った後に、市
役 所 の 窓 口で９割

（または８割）※１分の
払い戻しを受けるこ
とになります。

滞 納している保 険
料の額を、給付さ
れる金額から差し引
くことがあります。

滞 納 期 間に応じた一定 期
間、利用者負担が１割（また
は２割）※１から３割※２に引き
上げられるほか、高額介護

（予防）サービス費などの支
給も受けられなくなります。

通常は

１年以上
滞納すると

１年６カ月以上
滞納すると

２年以上
滞納すると

保険料は
きちんと
納めましょう

保険料の納付期限を守りましょう

滞
納
し
て
い
る
と

※１  平成30年８月からは、収入によって利用者負担が１～３割になります。
※２  平成30年８月からは、利用者負担が３割の人が２年以上滞納した場合は４割に引き上げられます。

※1  上記「合計所得金額」は、税法上の合計所得金額から「分離譲渡所
得の特別控除」を引き、本人非課税の場合は、さらに「公的年金等に係
る雑所得」を引いたものです。
※2  世帯状況は、毎年４月１日時点（年度途中に65歳になる人、市
外から転入された人はその時点）が基準となります。
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時
代
と
と
も
に
機
能
を
集
積
し
て

き
た
﹁
中
心
市
街
地
﹂

　

帯
広
市
の
中
心
市
街
地
の
形
成
は
、

明
治
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
25
年
に
市
街
地
を
碁
盤
の
目
状

に
す
る
区
画
割
り
が
始
ま
り
、
明
治
38

年
に
は
帯
広
・
釧
路
間
の
鉄
道
が
開
通

し
ま
し
た
。
以
来
、
中
心
市
街
地
は
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
人
々
の

暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
を
集
積
し
な
が

ら
、
そ
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
る
と
、
鉄
道
高
架
事
業
や

駅
周
辺
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
鉄
道

で
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
た
中
心
部
が

一
体
化
さ
れ
、
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る

な
ど
利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

駅
南
側
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
と
か

ち
プ
ラ
ザ
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
ほ
か
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
が
集
積

し
、
新
た
な
中
心
部
の
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
前
に
並

ぶ
ホ
テ
ル
、
図
書
館
、
金
融
機
関
は
レ

ン
ガ
造
り
の
外
観
に
統
一
さ
れ
て
い
て
、

隣
接
す
る
と
か
ち
プ
ラ
ザ
横
の
広
々
と

し
た
芝
生
と
相
ま
っ
て
、
安
ら
ぎ
の
あ

る
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

官
民
が
注
い
だ

情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

中
心
市
街
地
で
は
、
行
政
が
進
め
て

き
た
街
並
み
の
整
備
事
業
と
と
も
に
、

商
業
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
金
融
機
関
、
病

院
な
ど
の
民
間
施
設
の
整
備
も
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
民
間
企
業
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
支
援
す
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
に

は
、
官
と
民
に
よ
る
多
く
の
情
熱
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
な
お
、
商
業
や
医
療
・
福
祉
、
交

通
、
行
政
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
す

る
帯
広
市
の
中
心
市
街
地
は
、
人
々
が

集
い
、
活
動
す
る「
都
市
の
顔
」と
し
て
、

地
域
経
済
や
ま
ち
の
発
展
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　まちの利便性やにぎわいが集積する「中心市街地」は、
まちの活力を象徴する都市の顔です。
　今、魅力あふれる都市の顔づくりは、新たなステー
ジを迎えています。

魅力あふれる
　「都市の顔」づくり

問い合わせ 商業まちづくり課（市庁舎７階、☎65・4164）

画像：北海道開発局提供

時
代
と
と
も
に

変
わ
る
ま
ち
な
か

　駅前やまちなかなど、利便性
の高い土地を共同化・高度利用
することで、にぎわいと活力を
生み出すための方策です。
　本市はこれまで、ふじまるビ
ルや開広団地の再開発事業を
支援してきました。（①・②）

再開発事業とは

とかちプラザ
子どもから大人まで、市民の生
涯学習や交流の場。

平成
７年

帯広駅北地下駐車場
駅前北交通広場
とかちマルシェや冬のイルミネー
ションなど、観光拠点にも活用。

平成
11年

新図書館
約 54 万冊の資料や視聴覚資料な
どを所蔵。おはなし会や映画会
などの各種イベントも開催。

平成
18年

鉄道高架・新駅
線路で南北に分断されていた中心
部を、一体的に開発。

平成
８年

帯
広
市
で
初
め
て
の
再
開
発

事
業
。

ふじまるビル

昭和
57年再開発事業①

帯広民衆駅
ホテルとデパートを併設し、多く
の人でにぎわった駅ビル。

昭和
41年

広小路アーケード（改修）
道東地区唯一の全蓋式アーケー
ド。

平成
23年

開広団地
共同住宅や商業施設などの複合
施設。（西 ７南６〜西８南７）

平成
27年再開発事業②

中央公園（再整備完了予定）
多世代が集う憩いの場に。

平成
30年

駅前新バスターミナル
「おびくる」

バスの待合所の機能に加え、十
勝のアウトドア観光のＰＲ拠点に。

平成
30年

画像：北海道開発局提供

帯広第２地方合同庁舎（完成予定）
開発建設部、財務事務所、税務
署の庁舎を集約化。防災拠点とし
ての機能も拡充。（西 ４南８）

平成
30年
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20
年
に
わ
た
る
機
会
損
失
と

新
し
い
動
き

　

か
つ
て
中
心
市
街
地
へ
の
集
客
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
旧
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ビ
ル
は
郊
外
に
移
転
し
、
平

成
10
年
か
ら
空
き
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ビ
ル
の
所
有
者
な
ど
に
よ

り
再
生
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
現

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ち
の
活
力
の
象
徴
で
も
あ
る
中
心

市
街
地
の
一
角
が
、
約
20
年
に
わ
た
り

利
用
さ
れ
ず
、
に
ぎ
わ
い
は
も
と
よ
り
、

経
済
活
動
や
そ
れ
に
伴
う
税
収
確
保
な

ど
の
機
会
が
失
わ
れ
、
ま
ち
の
大
き
な

損
失
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

再
開
発
事
業
で
期
待
で
き
る
こ
と

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
に
民
間
事

業
者
か
ら
、
旧
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ビ

ル
周
辺
の
地
区
を
含
む
再
開
発
事
業
を

進
め
る
計
画
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た

め
、
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、

事
業
の
実
施
に
必
要
な
都
市
計
画
決
定

や
、
地
権
者
の
合
意
、
事
業
の
施
行
認

可
と
い
っ
た
手
続
き
や
議
会
に
よ
る
議

決
を
経
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
り
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
居
住
人
口
の
増

加
や
周
辺
店
舗
な
ど
の
収
益
の
拡
大
、

固
定
資
産
税
な
ど
の
税
収
増
加
や
さ
ら

な
る
民
間
投
資
の
呼
び
水
と
な
る
な
ど
、

経
済
波
及
効
果
や
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

し
、
都
市
の
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
の
顔

　

帯
広
市
は
民
間
調
査
会
社
が
実
施
し

て
い
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
、
道
内
で
第
２
位
の
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

人
口
の
動
き
を
見
て
も
、
東
京
圏
や

札
幌
市
へ
の
転
出
は
多
い
も
の
の
、
十

勝
管
内
や
釧
路
管
内
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
か
ら
の
転
入
が
多
い
状
況
で
あ
り
、

東
北
海
道
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
存
在

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

中
心
市
街
地
で
は
現
在
、
帯
広
駅
前

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
て
替
え
や
、
西

３
・
９
周
辺
地
区
の
再
開
発
事
業
、
さ

〇施行地区　西３条南９丁目、西４条南９丁目、
　　　　　　西４条南８丁目
〇事業期間　平成 29 〜32 年度
〇総事業費　約 103.6 億円
〇補助金額　約52.8億円（国約26.4億円、市約26.4億円）
　　　　　　※補助金は、国の規定に基づき算出
〇施  行  者　アルファコート帯広西３・９地区開発
〇建　    物　店舗・事務所・駐車場棟（店舗３階、事務
　　　　　　所東側５階・西側７階、駐車場約 200 台）、

分譲マンション棟（19 階 149 戸）、自走式
駐車場棟（約 300 台）

再開発事業によって
どんな効果が
生まれるの？

市が補助する26.4 億円の
支払いはどうするの？

店舗棟に入るお店は？

建設工事による経済効果や
新たな雇用の創出、中心市

街地の居住者や歩行者の増加に
伴う、消費や税収の増加など、ま
ちのにぎわいや地域経済の好循
環が期待されています。

9割は借入金※を借入し、残りは施行地区内
の市所有の旧中央・中央第二駐車場の土地・

建物を処分して得た収入を充てます。借入金は20
年かけて、年間１億円程度を負担（返済）します。

スポーツクラブとコンビニエ
ンスストアが入居予定で、

他の業態も現在検討中です。なお、
店舗棟には、バス待ち合いスペー
スが併設される予定です。

まちなかでは、おびひろ平原まつりやとかちマルシェなどのイベントをはじめ、行政と民間企業、
団体が連携しながらさまざまな取り組みが行われています。中でも、今年で13回目を迎えるオビ
ヒロホコテンは、市民グループや団体をはじめ、運営ボランティアや訪れる人たちなど、さまざま
な人たちが関わりながら、まちなかのにぎわいを生み出しています。

※借入金には、国より地方交付税として、５億 3000万円
程度措置される見込みとなっています。

「西３・９周辺地区（旧イトーヨーカドービル跡）」再開発事業③

Q

Q
Q

A

A
A

・建設工事などによる経済波及効果 ……… 約 192 億円
　　市では、地元への波及効果をより高めるため、
　　工事発注について地元企業への配慮を行うよう
　　施行者に求めています。
・新たな雇用…………………………………… 約 1580 人
　（北海道の「経済波及効果分析ツール」に基づく試算）

・中心市街地の居住者数 ……………… 300 人程度増加
・増加居住者による消費 ……………… 年間５億円程度
・歩行者通行量 ………… １日当たり 1000 人程度増加
・固定資産税………………………… 年間 5000 万円程度
　（市内における類似する構造、用途の建築物の評価および隣接す
　 る路線価を参考に、再開発地区における 20年間の平均額として
　 都市計画税を含めて試算）

完成イメージ

「市民がつくり、市民が楽しみ、市民が支える」中心市
街地を元気にする取り組み。

６月 17 日〜９月９日の毎週
日 曜 日（ ８ 月 12 日 を 除 く ）、
全 12 回、11 時〜 16 時

◆参加者募集中
日曜日にはホコテンでまちなかのひとときを楽しんでみませんか。
イベントや体験コーナー、運営ボランティアでの参加も歓迎です。

◆問い合わせ先
ホコテン事務局（西１南８、広小路３区北側）
電話・ＦＡＸ   23・4510（平日、13 時〜17 時）
Ｅメール   offi  ce@hokoten.net

平原通り（西２南８・９）
広小路（南８丁目線、西１〜２条）

まちなか歩行者天国
（来場者数 11.3万人）

オビヒロホコテン2018
開催
日時

場所

高齢者がまちなかに
出掛け、運動や文化
活動などを通じて、さまざまな人と交流する施設。

駅周辺で開催される十
勝最大の食と音楽のイ
ベント。

みこしや平原太鼓、盆踊
りなどで盛り上がる、十
勝最大級の夏祭り。

高齢者いきいき
ふれあい館

「まちなか」
（西2南6）
（利用者数 １万人）

とかちマルシェ
（来場者数 9.8万人）

おびひろ平原まつり
（来場者数 20.1万人）

人々が生み出す
まちのにぎわい

ら
に
は
国
の
帯
広
第
２
地
方
合
同
庁
舎

の
建
設
な
ど
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

都
市
機
能
の
更
新
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
今
後
も
、
中
心
市
街
地
が
市
民

の
皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
、

観
光
な
ど
で
訪
れ
る
人
に
も
誇
る
こ
と

が
で
き
る
魅
力
あ
ふ
れ
る「
都
市
の
顔
」

と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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上記以外でとかち広域消防局が行う講座は、帯広消防署内担当課（西６南６）へ申し込み。▷家庭や職場での出火防止対策、消防署施設や車両などの説明
と見学、消防隊の訓練体験など。  問帯広消防署指導課（☎26・9131）▷応急手当て、熱中症などの予防対策を学ぶ。  問帯広消防署救急課（☎26・9132）

地
域
が
つ
く
る

子
ど
も
の
居
場
所

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
２
）

　
小
学
校
の
放
課
後
や
休
日
に
、
子
ど
も
と
大
人
が
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

加
し
、
延
べ
２
万
２
０
０
０
人
を
超
え

る
子
ど
も
た
ち
と
の「
遊
び
」と「
学
び
」

を
通
じ
た
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
機
会
を
提
供

　

体
育
館
を
利
用
し
た
自
由
遊
び
の
ほ

か
、
夏
祭
り
、
餅
つ
き
な
ど
の
季
節
行

事
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
作
や
文
化
体
験
な

ど
、
地
域
の
人
が
自
由
な
発
想
で
、
子

ど
も
た
ち
に
貴
重
な
体
験
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

市
内
全
小
学
校
で
実
施

　

市
内
全
小
学
校
で
、
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
表
）。
在
学
し
て
い
る
児

童
な
ら
、
学
年
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
青
少
年
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
月
１
回
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で

構
い
ま
せ
ん
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

普
段
な
か
な
か
子
ど
も
と
一
緒
に
遊

ぶ
機
会
の
少
な
い
保
護
者
の
人
や
、
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
人
、

少
し
時
間
に
余
裕
が
あ
る
人
な
ど
、
興

味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
小
学
校
の
放
課
後
や
週
休

日
に
、
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
を
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
つ
く
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

異
学
年
の
友
達
と
の
遊
び
や
、
地
域

の
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
人
付
き
合

い
や
社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
、
子

ど
も
が
豊
か
な
心
を
育
む
機
会
を
提
供

す
る
事
業
で
す
。

交
流
を
通
じ
た
「
見
守
り
活
動
」

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
運
営
に
よ
り
、
昨
年
度
は
延
べ

６
０
０
０
人
を
超
え
る
地
域
の
皆
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

表　子どもの居場所づくり事業実施状況
実施小学校 事業名 実施日／回数（目安）
つつじが丘 つつじっ子クラブ 月・木曜／毎週　

土曜／月１〜２回
光南 光南キッズ 土曜／月１〜２回

東 東っ子クラブ 月曜／月１回
土曜／月１回

帯広 すきっぷ帯小夢教室 火・金曜／毎週　
土曜／月２回

緑丘 みどりっこクラブ 月・水・土曜を中心
に月４回

若葉 若葉あそびば 土曜／月１〜２回
夏冬長期休み各２回

啓北 啓北きっず 水曜／月２回
土曜／月１回

明和 和っ子クラブ 月・土曜／月１回
夏冬長期休み各２回

栄 栄っ子ふれあいひろば 月曜／月１回
土曜／月２回

川西 川西わくわくランド 未定

北栄 北栄げんきクラブ 土曜／月２回

開西 開西 L
ラ

a L
ラ

a クラブ 月曜／月１回
土曜／月１回

大空 おおぞらっ子クラブ 月曜／月１回
土曜／月１回

西 西ハルニレひろば 水曜／月１回
土曜／月２回

明星 明星☆星の子ランド 月曜／月１回
土曜／月１回

稲田 いなっ子ワールド 月曜／月１回
土曜／月１〜２回

森の里 どんぐりの森 月曜／月１回
土曜／月１回

柏 柏・どんぐり塾 月曜／月１回
土曜／月１回

広陽 さんさんパーク 水・土曜／月３回

花園 花園わいわいパーク 水曜／月１回
土曜／月１〜２回

豊成 きかんこくらぶ 月・水・土曜を中心
に月４回

啓西 啓西ぽけっと 土曜／月３回

大正 大正小であそぼう 平日／年４回
土曜／月２回

愛国 愛国小であそぼう 平日／年４回
土曜／月２回

清川 清川小であそぼう 平日／年４回
土曜／月２回

広野 広野小であそぼう 平日／年４回
土曜／月２回 餅つきを教えてもらったよ

「
知
り
た
い
」に

応
え
ま
す

ふ
れ
あ
い
市
政
講
座

　

ふ
れ
あ
い
市
政
講
座
で
は
、
市
で

行
っ
て
い
る
各
種
制
度
の
説
明
や
事
業

の
計
画
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
が
参
加
で
き
る

講
座
も
あ
り
ま
す
。
地
域
集
会
や
グ

ル
ー
プ
で
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
は
75
種
類

　

講
座
は
、
防
災
や
交
通
安
全
、
健
康
、

福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
や
教
育
、
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
の
取
り
組
み
紹
介
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。 　

　

講
座
一
覧
（
表
）
に
な
い
も
の
で
も

対
応
可
能
な
場
合
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師
の
派
遣
費
用
は
無
料

対
象　

市
内
在
住
か
市
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

開
催
時
間　

原
則
、
平
日
９
時
～
21
時

の
間
の
90
分
以
内

場
所　

市
内
に
限
り
ま
す
。
会
場
は
申

込
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用　

職
員
の
派
遣
と
資
料
作
成
経
費

は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。
会
場
費
な
ど

は
申
込
者
の
負
担
で
す
。

申
し
込
み　

開
催
予
定
日
の
30
日
前
ま

で
に
、
申
込
書
を
広
報
広
聴
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
内
コ

ミ
セ
ン
、
支
所
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
に
備

え
つ
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

広
報
広
聴
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
０
９
）

　
皆
さ
ん
が
集
う
場
に
職
員
が
出
向
い
て
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
お
話

し
す
る
「
ふ
れ
あ
い
市
政
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

表　ふれあい市政講座一覧

検 索帯広市  ふれあい市政講座

分野 講座名
帯広市ホームページの活用のしかた
情報公開制度の概要
帯広市役所施設見学
行財政改革について
帯広市の台所事情
出前環境教室
日高山脈のひみつ
待った無しの地球温暖化
ごみ懇談会
みんなの学校に収集車がやってくる！
エコエコ紙芝居
緑化リサイクル講習会
みどりのまちづくり
水道・下水道事業について
帯広川下水終末処理場施設見学
稲田浄水場施設見学
市民税のはなし
資産税のはなし

選挙 めいすいくんの選挙早わかり講座
議会 市議会ってどういうところ？

おびひろ子育てガイド
子どもの権利条約のはなし
児童虐待の未然防止について
性教育講座
小中学校と子どもたち
非行防止教室
帯広市の青少年健全育成
生涯学習のススメ
男女共同参画社会のまちづくり
DVってどういうこと？
帯広市の文化行政
アイヌ文化紹介
健康スポーツ都市・おびひろ
百年記念館ってな〜に？
図書館の上手な使い方講座
帯広市立小中学校の教育環境のあり方について
こども学校応援地域基金プロジェクトについて

分野 講座名
防災講話
交通安全教室
消費者被害予防講座
空き家対策について
木造住宅の耐震化について
帯広市の総合計画
まちづくり基本条例のはなし
ユニバーサルデザインってな〜に？
公共施設マネジメントについて
町内会活動 応援します！
あなたが主役！市民協働のまちづくり
姉妹都市・友好都市について
帯広市の国際交流・協力について
帯広市の都市計画
みんなでつくろう「帯 広の森」
中心市街地の活性化
フードバレーとかちってな〜に？
帯広市の商業
帯広市の工業
十勝・帯広の観光
帯広の三大まつり
十勝・帯広の農業概要
十勝・帯広の農畜産物
出前健康講座
乳がん・子宮がん予防キャラバン
ゲートキーパー講座

「けんこう帯広21」ってな〜に？
知ってあんしん「在宅医療」
みんなの「介護保険」入門
ノーマライゼーションってな〜に？
手話を学ぼう
認知症を理解する
要介護にならないために
地域づくりにつながる介護予防
成年後見制度について
特定健診ってな〜に？
後期高齢者医療制度について
国民健康保険について

市
の
し
く
み
・

し
ご
と

ま
ち
づ
く
り
・

市
民
協
働
・
町
内
会
活
動

環
境
衛
生

教
育
・
生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画

税
金

産
業
・
観
光

健
康
・
福
祉

防
災
・
安
全

広
報
・

広
聴

人気の防災講話
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

◆
食
育
関
連
資
料
の
展
示

　

食
育
を
学
べ
る
各
種
資
料
の
展
示
。

日
５
月
25
日
㈮
～
６
月
28
日
㈭
、
10
時

～
20
時

◆
食
☆
お
は
な
し
会

　

食
育
月
間
に
併
せ
て
、
食
に
関
す
る

絵
本
な
ど
の
お
は
な
し
会
を
開
催
。

日
６
月
10
日
㈰
、
11
時
～
11
時
30
分

◆
こ
ど
も
映
画
会
＆
食
☆
映
画
会

　

食
育
月
間
に
併
せ
て
、
映
画
会
を
開

催
。「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」を
上
映
。

日
６
月
10
日
㈰
、
14
時
～
15
時
30
分

◆
大
人
の
た
め
の
「
ほ
の
ぼ
の
お
は
な

し
会
」

　

大
人
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で

朗
読
や
絵
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
会
。

今
月
は
「
絵
本
の
館 

宇
宙
船
み
み
」
の

松
嶋
珪け
い

子こ

氏
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
。

日
６
月
19
日
㈫
、
11
時
～
（
30
分
程
度
）

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
ロ
ビ
ー
展
「
荘し
ょ
う
だ田
喜き

よ

し
與
志
写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
13
」

　

荘
田
喜
與
志
氏
が
撮
影
し
た
、
十

勝
・
帯
広
の
昭
和
の
仕
事
や
暮
ら
し
の

様
子
を
写
真
で
紹
介
。

日
６
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯
、
９
時
～
17

時◆
第
３
５
９
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
チ
カ
Ｃシ
ー

・
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

童
謡
や
歌
謡
曲
な
ど
、
な
じ
み
の
深

い
曲
を
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
で
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
。

日
６
月
９
日
㈯
、
18
時
～
19
時
10
分

◆
第
１
回
「
懐
か
し
き
昭
和
の
歌
謡
と

洋
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

昭
和
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
洋
楽
の

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
６
月
10
日
㈰
、
14
時
30
分
～
15
時

◆
第
３
６
０
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
し
ら
べ
」

　

と
か
ち
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
６
月
30
日
㈯
、
18
時
～
19
時
15
分

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
５
月
25
日
㈮
か
ら
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ

く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６

２
０
０
）
へ
。

◆
植
物
に
ぎ
わ
い
調
べ

　

帯
広
の
森
の
全
植
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
森
の
中
で
見
つ
け
た
植

物
の
種
類
を
調
べ
て
記
録
す
る
。

日
６
月
10
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
森
の
講
座
～
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て
～

　

白
藤
梨
可
氏
（
帯
広
畜
産
大
学
原
虫

病
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
講
師
に
、
マ
ダ

ニ
の
生
態
や
危
険
性
、
対
処
方
法
な
ど

を
学
ぶ
。

日
６
月
16
日
㈯
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
初
夏
～

　
「
森
の
回
廊
＠
十
勝
」
と
共
に
歩
き
、

初
夏
の
花
な
ど
を
観
察
。
散
策
の
後
は

お
茶
会
を
開
催
。

日
６
月
17
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
森
の
寺
子
屋
～
草
の
巻
～

　

植
物
調
べ
や
外
来
植
物
の
抜
き
取
り
、

染
め
物
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
す
る
。

対
小
学
生

日
６
月
30
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

￥
３
０
０
円

教
科
書
展
示
会

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
、

高
校
の
教
科
書
や
文
科
省
検
定
済
教
科

書
見
本
（
中
学
校
「
特
別
の
教
科　

道

徳
」）
な
ど
を
展
示
。
会
場
に
よ
り
展

示
物
は
一
部
異
な
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）

花
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
ち

２
０
１
８

　

出
展
者
自
慢
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど
、
花
の
寄
せ

植
え
作
品
を
展
示
。

日
６
月
９
日
㈯
～
17
日
㈰
、
10
時
～
17

時
（
最
終
日
は
14
時
ま
で
）

場
南
公
園
（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ

ザ
南
側
）

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）

・
あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

　

花
の
寄
せ
植
え
作
品
出
展
者
を
募
集
。

申
６
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
を

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
花
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
ち
事
務
局
「
勝
毎

光
風
社
」（
〒
080
・

0801
東
１
条
南
８
丁

目
２
、十
勝
毎
日
新
聞
社
内
、
☎
22
・

７
５
５
５
、
Ｆ
22
・
１
０
７
７
）
へ
。

　

申
込
書
は
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１

階
）、
各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
配
布
。

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
児
童

会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２
４
３
４
）

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
10
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
野
草
園
「
絶
滅
危
惧
種
と
希
少
な
種

の
観
察
会
」

　

野
草
園
運
営
委
員
が
、
園
内
に
自
生

す
る
希
少
な
種
を
散
策
し
な
が
ら
案
内
。

野
草
園
管
理
棟
前
集
合
、
解
散
。

　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
。

日
６
月
16
日
㈯
、
10
時
～
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
６
月
16
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「“
ふ
ち
ん
し
”

を
作
っ
て
み
よ
う
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ス
ト
ロ
ー
で
、
浮

力
や
空
気
の
性
質
を
探
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
６
月
17
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
星
の
観
察
会
「
木
星
を
み
よ
う
～
ガ

リ
レ
オ
衛
星
発
見
！
～
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
６
月
22
日
㈮
、
18
時
45
分
～
20
時
30

分◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
８
の
字
か
ざ

ぐ
る
ま
」

　

紙
皿
２
枚
で
、
く
る
く
る
と
よ
く
回

る
風
車
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
23
日
㈯
、
９
時
30
分
～
11
時
30

分定
先
着
50
人

第
38
回
八
千
代
牧
場
ま
つ
り

　

地
場
農
畜
産
物
を
味
わ
い
、
地
域
の

生
産
者
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

恒
例
の
牛
肉
の
網
焼
き
無
料
配
布
や

牧
草
ロ
ー
ル
転
が
し
体
験
、
ピ
ザ
作
り

教
室
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
。
第
51
回
帯

広
家
畜
共
進
会
も
同
時
開
催
。

日
６
月
17
日
㈰
、
10
時
～
14
時
30
分

場
八
千
代
公
共
育
成
牧
場
（
八
千
代
町

西
４
線
１
８
７
）

問
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・

２
３
２
３
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お知らせ
6月

帯広市からの

花の作品を展示しませんか？

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

教科書展示会スケジュール
場　所 日　時

市民ホール
（市庁舎１階）

６月 15 日（金）〜28 日（木）
８時 45 分〜1 7時 3 0分

（土・日曜日は10時〜17時まで）

図書館
（西２南14）

６月15日（金）〜７月１日（日）
10 時〜20 時

（休館日を除く、土・日曜日は
18 時まで、最終日は17時まで）

教科書
センター

（西８南５、
帯広小学校
内）

６月15日（金）〜７月４日（水）
14 時〜17 時（土・日曜日除く）



■ 14 ■広報おびひろ　平成 30 年６月号

「環境パネル展」を開催　環境の保全について、市や環境にやさしい活動実践校の取り組み紹介、新エネ・省エネ機器の展示などを行う。　日６月４
日（月）〜９日（土）、９時〜17 時（初日は 11 時から、最終日は 15 時まで）　場市民ホール（市庁舎１階）　問環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4135）

帯
広
畜
産
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

講
演
会

　

鈴
木
章
氏
（
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

者
）
を
講
師
に
、「
人
類
の
進
歩
に
役
立

つ
科
学
の
例
～
有
機
ホ
ウ
素
化
合
物
を

利
用
す
る
有
機
合
成
～
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
。

　

入
場
に
は
、
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１

階
）、
帯
広
畜
産
大
学
、
勝
毎
サ
ロ
ン

（
西
２
南
８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
７
階
）

な
ど
で
配
布
の
整
理
券
が
必
要
。

日
６
月
16
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
１
５
０
０
人

問
帯
広
畜
産
大
学
基
金
・
広
報
戦
略
室

（
稲
田
町
西
２
線
、
☎
49
・
５
９
９
５
）

担
当
課
政
策
室

サ
ラ
ダ
館
で

朝
市
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

農
家
さ
ん
が
自
分
の
畑
で
採
れ
た
新

鮮
な
農
作
物
を
持
ち
寄
り
、
直
接
販
売

す
る
朝
市
を
開
催
。

日
６
月
17
日
～
10
月
28
日
ま
で
の
日
曜

日
、
７
時
～
７
時
30
分
（
10
月
は
8
時

～
８
時
30
分
）

場
問
帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

サ
ラ
ダ
館
（
西
22
南
６
、
☎
36
・
８
０

９
５
）

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を

植
え
て
み
よ
う

　

北
海
道
で
は
な
じ
み
の
薄
い
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
植
え
体
験
。
北
海
道
で
も
サ

ツ
マ
イ
モ
を
育
て
収
穫
で
き
る
「
仕
掛

け
」
を
学
ぶ
。
個
人
や
親
子
、
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
が
可
能
。

日
６
月
23
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
組
程
度

場
申
問
６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン

タ
ー
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４
７

８
０
）
へ
。

ア
イ
ヌ
の
知
恵
を
学
ぶ

（
植
物
観
察
）

　

イ
オ
ル
の
森
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
実

際
に
利
用
し
て
い
た
植
物
な
ど
を
見
て

学
ぶ
。
当
日
行
わ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
伝

統
儀
式
「
オ
ッ
パ
イ
山
大
祭
」
な
ど
も

見
学
で
き
る
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
小
学
生
以
上
。小
学
生
は
保
護
者
同
伴

日
７
月
１
日
㈰
、
８
時
45
分
～
13
時

場
イ
オ
ル
の
森
（
上
士
幌
町
）

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

申
問
６
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮
ま
で
に
、

文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２

０
９
）
へ
。

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り　

市
内
在
住

者
限
定
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

夕
張
市
の
メ
ロ
ン
ま
つ
り
に
参
加
し

て
、
模
擬
競
り
市
な
ど
を
楽
し
む
。
本

庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
市
内
在
住
の
人

日
６
月
24
日
㈰
、
８
時
～
17
時

場
夕
張
友ゆ
う
ゆ
う酉
市
場

定
抽
選
30
人

￥
２
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申
問
６
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（ 

13
頁
）
を
書
い
て
、
観
光
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
☎
65
・

４
１
６
９
）
へ
。
１
通
で
５
人
ま
で
申

し
込
み
可
能
。

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

　

男
女
共
同
参
画
の
目
的
や
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
、「
女
（
ひ

と
）
と
男
（
ひ
と
）
の
一
行
詩
」
の
入
賞

作
品
な
ど
を
展
示
。

　

今
年
度
の
「
女
と
男
の
一
行
詩
」
の

応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
６
月
23
日
㈯
～
29
日
㈮
、
８
時
45
分

～
19
時
（
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時
、

最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

講
座
・
教
室

市
民
文
藝 

春
の
教
室

「
作
品
づ
く
り
の
極
意
」

　
「
市
民
文
芸
賞
」
受
賞
者
な
ど
か
ら
、

作
品
づ
く
り
の
こ
つ
を
学
ぶ
。

日
６
月
９
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

定
先
着
45
人

場
申
問
６
月
４
日
㈪
ま
で
に
、
図
書

館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

１
９
２
）
へ
。

◆
第
３
集
「
十
勝
地
方
に
お
け
る
気
象

と
防
災
」

　

加
藤
貴
之
氏
（
帯
広
測
候
所 

技
術
専

門
官
）
を
講
師
に
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
気
象
に
つ
い
て
、
十
勝
・

帯
広
に
地
域
を
絞
り
、
理
解
を
深
め
、

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
気
象
防
災
に
つ

い
て
学
ぶ
。
未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
解
説
を
も
と
に
、
人

体
の
機
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
健

康
づ
く
り
を
学
ぶ
。
未
就
学
児
（
２
歳

以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
６
月
21
日
㈭

ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
28
日
㈭
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
８
集
「【
男
女
共
同
参
画
講
座
】
女

性
活
躍
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
～
忙
し
い

毎
日
を
乗
り
切
る
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
！
～
」

　

西
村
淑よ
し

恵え

氏
（
臨
床
心
理
士
）
を
講

師
に
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
男
性
に
も
分

か
り
や
す
い
視
点
か
ら
学
ぶ
。

　

未
就
学
児
の
託
児
希
望
者
は
６
月
21

日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
6
月
29
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
30
人

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
間
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）
を
書
い
て
、

百
年
記
念
館
（
〒
080
･

0846
緑
ケ
丘
２
番

地
、
☎
24
・
５
３
５
２
）
へ
。

◆
平
成
30
年
度
夜
間
陶
芸
講
座

　

講
師
は
陶
芸
家
の
砂
田
佐
登
美
氏
。

申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
百
年
記
念

館
へ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

日
６
月
６
日
～
10
月
ま
で
の
第
１
・
３

水
・
木
曜
日
、
全
18
回
、
18
時
30
分
～

21
時
30
分

定
先
着
36
人

￥
８
０
０
０
円
（
材
料
費
別
途
）

申
込
期
限
６
月
３
日
㈰

◆
博
物
館
講
座
「
レ
コ
ー
ド
と
音
の
文

化
史
29
・
30
」

　

山
内
秋
夫
氏
（
帯
広
狂
言
づ
く
し
の

会
代
表
）
を
講
師
に
、
レ
コ
ー
ド
に
遺の
こ

さ
れ
た
歌
や
音
の
記
録
か
ら
、
当
時
の

世
相
を
紹
介
。
申
し
込
み
は
不
要
。

日
▽
第
29
回
６
月
16
日
㈯
▽
第
30
回
６

の
託
児
希
望
者
は
６
月
６
日
㈬
ま
で
に

申
し
込
み
。

日
６
月
13
日
㈬
、
14
時
30
分
～
16
時

定
先
着
50
人

◆
第
４
集
「
災
害
へ
の
対
応
と
日
ご
ろ

の
備
え
」

　

市
総
務
課
防
災
担
当
職
員
を
講
師
に
、

十
勝
・
帯
広
に
お
け
る
災
害
の
特
徴
を

知
り
、
行
政
に
よ
る
防
災
へ
の
取
り
組

み
の
み
な
ら
ず
、
自
助
・
共
助
と
し
て

私
た
ち
が
備
え
て
お
く
べ
き
防
災
対
策

に
つ
い
て
学
ぶ
。
未
就
学
児
（
２
歳
以

上
）
の
託
児
希
望
者
は
６
月
14
日
㈭
ま

で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
21
日
㈭
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
５
集
「【
消
費
者
講
座
】
知
っ
て
お

き
た
い
薬
の
話
～
薬
と
の
正
し
い
つ
き

あ
い
方
～
」

　

帯
広
保
健
所
の
薬
剤
師
を
講
師
に
、

薬
の
正
し
い
服
用
方
法
な
ど
を
学
ぶ
。

未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望

者
は
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
22
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
１
５
０
人

◆
第
６
集
「
開
発
途
上
国
の
生
活
・
文

化
・
国
事
情
に
つ
い
て
」

　

松
坂
栄え
い

樹き

氏
（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
（
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
北
海
道
国
際

セ
ン
タ
ー
（
帯
広
）
道
東
業
務
課
職
員
）

を
講
師
に
、
世
界
１
５
０
カ
国
以
上
で

国
際
協
力
活
動
を
行
い
活
躍
す
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
と
、
開
発
途
上
国
に

お
け
る
生
活
や
文
化
、
国
事
情
を
学
ぶ
。

未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望

者
は
６
月
19
日
㈫
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
26
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
７
集
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
か
ら
人
体
を
知
る
～
今
日
か
ら

で
き
る
健
康
づ
く
り
～
」

　

市
健
康
推
進
課
職
員
を
講
師
に
、
生

活
習
慣
か
ら
結
び
つ
く
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

月
23
日
㈯
、
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時

◆
親
子
陶
芸
教
室

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
～
中
学
生
と

保
護
者

日
７
月
１
日
㈰
、
７
日
㈯
、
14
日
㈯
、

い
ず
れ
か
１
日
、
10
時
～
12
時

定
各
日
抽
選
20
組
40
人

￥
親
子
２
人
で
１
２
０
０
円
、
３
人
で

１
５
０
０
円

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

◆
郷
土
学
習
バ
ス
見
学
会
「
松
浦
武
四

郎
の
足
跡
を
た
ど
る
」

　

松
浦
武
四
郎
の
記
録
を
も
と
に
、
十

勝
管
内
に
残
し
た
足
跡
を
巡
る
バ
ス
見

学
。
百
年
記
念
館
集
合
、
解
散
。
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
。
１
通
で
２
人
ま
で

申
し
込
み
可
能
。

日
７
月
８
日
㈰
、
９
時
～
16
時
30
分

定
抽
選
30
人

￥
１
０
０
円

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
12
日
㈫

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
間
に
、
電
話
で
動
物
園

（
〒
080･

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎
24
・
２

４
３
７
）
へ
。

◆
お
び
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ　

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。

定
各
先
着
30
人

・
ハ
ズ
バ
ン
ダ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

取
り
組
み
～
エ
ゾ
シ
カ
・
ラ
イ
オ
ン
編
～

日
６
月
17
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
30
分

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

・
野
生
の
ゴ
リ
ラ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を

も
っ
と
知
ろ
う

日
７
月
７
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

申
込
期
間
６
月
７
日
㈭
～
７
月
５
日
㈭

◆
１
日
飼
育
係

　

普
段
と
は
違
う
視
点
か
ら
動
物
園
を

見
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
動
物
園
の
動

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

メロンの模擬競りも開催
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物
や
野
生
動
物
と
の
向
き
合
い
方
、
動

物
園
の
役
割
な
ど
を
考
え
る
。

対
中
学
生
以
上

日
６
月
24
日
㈰
、
10
時
～
15
時
15
分

定
抽
選
４
人

申
６
月
７
日
㈭
ま
で
に
、
郵
便
は
が
き

に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
） 

を

書
い
て
、
動
物
園
へ
。
当
選
者
に
は
別

途
通
知
す
る
。

◆
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
よ
う
―
野
生
の
ゴ
リ
ラ
と

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
も
っ
と
知
ろ
う
―

　

人
類
に
最
も
近
く
、
動
物
園
で
も
親

し
み
の
あ
る
ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

が
生
存
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
課
題
を
学
び
、
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作

る
連
続
講
座
。
作
成
し
た
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
は
持
ち
帰
り
可
。

対
全
３
回
に
参
加
可
能
な
人

日
▽
講
義
７
月
７
日
㈯
、
13
時
30
分
～

15
時
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
７
月
８
日
㈰
、

10
時
～
16
時
▽
作
品
講
評
７
月
21
日
㈯
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
20
人

申
込
期
間
６
月
７
日
㈭
～
７
月
５
日
㈭

初
め
て
の
押
し
花
教
室

　

３
回
の
講
習
で
押
し
花
を
学
ぶ
。

日
６
月
28
日
㈭
、
７
月
26
日
㈭
、
８
月

30
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
20
人

￥
６
４
８
０
円

場
申
問
６
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）

を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農
村
交
流
セ

ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条

南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り
体
験

研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
各
10
人
、
❷
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
６
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰
、
②
６
月

30
日
㈯
～
７
月
１
日
㈰
、
③
７
月
７
日

㈯
～
８
日
㈰
、
い
ず
れ
も
初
日
は
10
時

～
16
時
、
２
日
目
は
10
時
～
10
時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
６
月
８
日
㈮
、
②
22
日
㈮
、

③
29
日
㈮

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
約
２
５
０
グ
ラ

ム
）

日
６
月
24
日
㈰
、
10
時
～
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
15
日
㈮

環
境
学
習
会

　

十
勝
海
岸
湖
沼
群
を
巡
り
、
環
境
や

生
態
系
な
ど
を
学
ぶ
バ
ス
学
習
。
市
庁

舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
30
日
㈯
、
９
時
～
15
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

申
問
６
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
７

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
７
月
３
日
～
19
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

￥
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
申
問
６
月
５
日
㈫
～
26
日
㈫
ま
で

に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、

☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

赤
十
字
資
格
講
習
・
研
修

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

￥
各
１
０
０
０
円

申
問
各
申
込
期
間
に
、
直
接
社
会
課

（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

◆
赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
資
格
継

続
研
修

　

申
込
時
に
赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援

員
認
定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
の
資
格

を
取
得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、

有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
６
月
30
日
㈯
、
９
時
～
13
時
30
分

定
先
着
15
人

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格
継
続
研

修
会

　

申
込
時
に
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認

定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、
資
格

有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
７
月
３
日
㈫
、
18
時
～
22
時

定
先
着
30
人

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
７
月
２
日
㈪

カ
オ
ソ
イ
～
タ
イ
の
有
名
な
北
部

料
理
を
作
ろ
う
～

　

タ
イ
出
身
の
国
際
交
流
員
と
、
タ

イ
の
有
名
な
北
部
料
理
「
カ
オ
ソ
イ

（
タ
イ
の
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
）」
を
作

り
、
タ
イ
第
二
の
都
市
チ
ェ
ン
マ
イ
に

つ
い
て
学
ぶ
。
タ
イ
の
レ
モ
ン
ア
イ
ス

テ
ィ
ー
と
タ
イ
の
菓
子「
ト
ー
キ
ョ
ー
」

も
試
食
で
き
る
。

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

日
７
月
７
日
㈯
、
10
時
30
分
～
13
時

定
先
着
12
人

￥
８
０
０
円

場
申
問
６
月
２
日
㈯
～
15
日
㈮
ま
で

に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

帯
広
の
森
野
球
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
問
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13

頁
） 

を
書
い
て
、
帯
広
の
森
野
球
場

（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
３

３
８
）
へ
。

◆
親
子
テ
ニ
ス
教
室

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
硬
式
テ
ニ
ス

の
基
本
を
習
得
す
る
。

対
小
学
生
と
保
護
者

日
７
月
３
日
～
19
日
の
火
・
木
曜
日
、

全
６
回
、
16
時
30
分
～
18
時

場
自
由
が
丘
公
園
庭
球
場（
自
由
が
丘
４
）

定
抽
選
15
組

￥
３
０
０
０
円

◆
低
学
年
硬
式
テ
ニ
ス
体
験
教
室

　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
学
び
、
テ
ニ

ス
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
。

対
小
学
１
～
３
年
生

日
７
月
８
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
南
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
南
町
南
９
線
）

定
抽
選
15
人

￥
１
０
０
円

◆
高
学
年
硬
式
テ
ニ
ス
体
験
教
室

　

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
学
び
、
テ
ニ

ス
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
。

対
小
学
４
～
６
年
生

日
７
月
15
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
南
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
南
町
南
９
線
）

定
抽
選
10
人

￥
１
０
０
円

明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル

か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
各

申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）
を

書
い
て
、
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ

ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
49
・
４
０

０
０
）
へ
。

◆
ヨ
ガ
（
２
回
目
）

　

呼
吸
と
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
学
び
、

体
の
柔
軟
性
を
高
め
る
初
心
者
向
け
ヨ

ガ
講
座
。

対
16
歳
以
上

日
７
月
３
日
～
10
月
16
日
の
火
曜
日
、

全
10
回
、
20
時
～
21
時

定
抽
選
25
人

￥
５
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
18
日
㈪

◆
Ｂブ

ラ

ッ

ク

ｌ
ａ
ｃ
ｋ
バ
ー
ン
ア
ウ
ト

　

薄
暗
闇
の
中
で
、
き
ら
び
や
か
な
ラ

イ
ト
と
ク
ラ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
楽
し

み
な
が
ら
、
筋
ト
レ
を
行
う
教
室
。

対
16
歳
以
上
の
女
性

定
各
抽
選
10
人

￥
各
３
０
０
０
円

・
３
回
目

日
７
月
18
日
～
９
月
５
日
の
水
曜
日
、

全
６
回
、
20
時
～
20
時
45
分

申
込
期
限
７
月
６
日
㈮

・
４
回
目

日
７
月
27
日
～
８
月
31
日
の
金
曜
日
、

全
６
回
、
11
時
～
11
時
45
分

申
込
期
限
７
月
13
日
㈮

◆
朝
ヨ
ガ
（
２
回
目
）

　

６
日
間
連
続
の
初
心
者
向
け
の
ヨ
ガ
。

対
16
歳
以
上

日
７
月
30
日
㈪
～
８
月
４
日
㈯
、
全
６

回
、
７
時
～
8
時

定
抽
選
10
人

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

◆
キ
ン
ダ
ー
プ
レ
イ
～
遊
び
か
ら
運
動

能
力
向
上
～

　

子
ど
も
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
を
引

き
出
し
、
遊
び
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら

楽
し
く
体
を
動
か
す
教
室
。

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児

場
帯
広
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
周
辺
屋
外（
南
町
南
７
線
56
番
地
７
）

定
各
抽
選
20
人

￥
各
２
５
０
０
円

・
２
回
目

日
７
月
30
日
㈪
～
８
月
４
日
㈯
（
８
月

１
日
は
除
く
）、
全
５
回
、
９
時
～
10
時

申
込
期
限
７
月
20
日
㈮

・
３
回
目

日
８
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
、
全
５
回
、

９
時
～
10
時

申
込
期
限
７
月
27
日
㈮

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

講　座　名 日　程
パソコンとデジカメ

（携帯・スマホ） 毎
週
火
・
木

午前

５ケ月でじっくり
エクセル 2013 基本（３） 午後

エクセルとパワーポイント 夜間

エクセル 2013 入門 毎
週
水
・
金

午前

５ケ月でじっくり
ワード 2013 基本（３） 午後

パワーポイント 2013 基礎 夜間

実際に目にすることで学びを深めます

ココナッツミルクを使った
まろやかな味わい
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帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
13

頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
体
育
館

（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
７
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
９

１
２
）
へ
。

◆
太
極
舞
（
１
回
目
）

　

太
極
拳
の
動
き
や
民
族
舞
踊
の
要
素

を
取
り
入
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
行
う
教
室
。

対
16
歳
以
上

日
６
月
29
日
～
９
月
７
日
の
金
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
抽
選
20
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
22
日
㈮

◆
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

～
年
中
・
年
長
～　

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
、
面
白
さ
や
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
。

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児

日
７
月
７
日
～
８
月
25
日
の
土
曜
日
、

全
８
回
、
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
30
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
20
日
㈬

◆
子
ど
も
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
年
中
・
年
長
～

　

子
ど
も
の
発
育
に
合
わ
せ
た
運
動
に

よ
り
、
将
来
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
上
で
必

要
な
身
体
能
力
を
身
に
付
け
る
。

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児
と
保

護
者

日
７
月
12
日
～
８
月
２
日
の
木
曜
日
、

全
４
回
、
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
20
組

￥
２
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
23
日
㈯

◆
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ　

　

背
骨
の
ゆ
が
み
を
整
え
、
不
調
を
改

善
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
学
ぶ
。

対
16
歳
以
上

日
７
月
23
日
～
９
月
17
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
～
14
時

定
抽
選
20
人

￥
４
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
16
日
㈷

◆
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

～
夏
休
み
３
日
間
～

　

マ
ッ
ト
基
礎
運
動
・
跳
び
箱
・
鉄
棒

な
ど
を
重
点
的
に
楽
し
み
な
が
ら
行
う
。

対
年
中
・
年
長
に
当
た
る
幼
児

日
７
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮
、
28
日
㈯
、

全
３
回
、
10
時
～
11
時

定
抽
選
20
人

￥
１
５
０
０
円

申
込
期
限
７
月
７
日
㈯

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
各

申
込
期
限
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
13
頁
）
を
書
い
て
、

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
〒
080
・

0856
南

町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動

公
園
内
、
☎
47
・
３
６
３
０
）
へ
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆
ス
イ
ミ
ン
グ
（
１
回

目
）

対
16
歳
以
上
の
初
心
者

日
７
月
６
日
～
９
月
21
日
の
金
曜
日
、

全
12
回
、
12
時
～
12
時
50
分

定
抽
選
20
人

￥
６
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
15
日
㈮

◆
初
め
て
ス
イ
ミ
ン
グ

対
16
歳
以
上
の
初
心
者

日
７
月
13
日
～
10
月
26
日
の
金
曜
日
、

全
16
回
、
19
時
～
19
時
50
分

定
抽
選
20
人

￥
８
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
29
日
㈮

◆
キ
ッ
ス
ポ
（
２
回
目
）　

　

走
る
・
投
げ
る
・
跳
ぶ
・
バ
ラ
ン
ス
・

柔
軟
性
・
回
る
・
力
の
加
減
な
ど
、
体

を
動
か
す
基
礎
を
学
ぶ
運
動
教
室
。

対
年
中
児
に
当
た
る
幼
児
～
小
学
２
年

生日
７
月
19
日
～
８
月
30
日
の
木
曜
日
、

全
６
回
、
16
時
～
16
時
50
分

場
帯
広
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
南

町
南
７
線
56
番
地
７
）

定
抽
選
20
人

￥
３
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
29
日
㈮

◆
Ｊジ
ュ
ニ
アｒ
．
サ
マ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ（
集
中
）

対
小
学
１
～
３
年
生
の
初
心
者

日
▼
Ａ
コ
ー
ス
７
月
30
日
㈪
～
８
月
４

日
㈯
▼
Ｂ
コ
ー
ス
８
月
６
日
㈪
～
11
日

㈷
、
い
ず
れ
も
全
６
回
、
９
時
～
９
時

50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
Ａ
コ
ー
ス
７
月
４
日
㈬
、
Ｂ 

コ
ー
ス
７
月
11
日
㈬

◆
幼
児
サ
マ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
集
中
） 

対
年
中
・
年
長
児
に
当
た
る
幼
児

日
▼
Ａ
コ
ー
ス
７
月
30
日
㈪
～
８
月
４

日
㈯
▼
Ｂ
コ
ー
ス
８
月
６
日
㈪
～
11
日

㈷
、
い
ず
れ
も
全
６
回
、
９
時
～
９
時

50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
40
人

￥
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
Ａ
コ
ー
ス
７
月
４
日
㈬
、
Ｂ 

コ
ー
ス
７
月
11
日
㈬

や
さ
し
い
太
極
拳

　

太
極
拳
の
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
で
代

謝
を
高
め
、
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

対
16
歳
以
上

日
７
月
24
日
～
10
月
９
日
の
火
曜
日
、

全
10
回
、
14
時
～
15
時

定
抽
選
20
人

￥
５
０
０
０
円

場
申
問
７
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
） 

を
書
い
て
、
総
合
体
育
館

（
〒
080
・

0030
大
通
北
丁
目
１
、
☎
22
・

７
８
２
８
）
へ
。

健
康
・
福
祉

歯
科
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

歯
科
健
診
を
、
年
１
回
無
料
で
受
診

で
き
る
。
健
診
内
容
は
問
診
、
歯
列
や

顎が
く

関
節
の
状
態
確
認
、
口
腔
粘
膜
、
歯

周
病
、
唾
液
検
査
ほ
か
。
受
診
時
は
必

ず
健
康
保
険
証
を
持
参
。

対
20
歳
以
上
の
帯
広
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
、
市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者

日
６
月
１
日
㈮
～
翌
年
３
月
31
日
㈰

場
申
電
話
で
市
内
の
十
勝
歯
科
医
師
会

会
員
の
歯
科
医
院（
約
１
０
０
カ
所
）へ
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

お
口
の
健
康
フ
ェ
ア

～
む
し
歯
予
防
デ
ー
～

　

６
月
４
日
～
10
日
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
。
歯

の
健
康
相
談
や
歯
み
が
き
指
導
、
口
臭

測
定
、
口
腔
内
細
菌
観
察
、
口
腔
内
水

分
測
定
、
舌
圧
測
定
な
ど
を
行
う
。

日
６
月
２
日
㈯
、
13
時
～
15
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
十
勝
歯
科
医
師
会
（
☎
25
・
２
１

７
２
）、
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

各
申
込
期
限
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
健

診
の
結
果
や
健
康
づ
く
り
な
ど
、
健
康

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。
別
の
日
程

を
希
望
す
る
人
は
要
相
談
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
①
６
月
11
日
㈪
、
②
26
日
㈫
、
時
間

は
応
相
談

申
込
期
限
①
６
月
８
日
㈮
、
②
25
日
㈪

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
編

　

と
て
っ
ぽ
通
で
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
学
び
な
が
ら
実
践
す
る
。
図
書
館

（
西
２
南
14
）
集
合
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
12
日
㈫
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
込
期
限
６
月
11
日
㈪

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
水
中
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
編

　

泳
ぎ
が
苦
手
な
人
で
も
で
き
る
水
中

運
動
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
21
日
㈭
、
19
時
～
19
時
40
分

場
豊
成
小
学
校
プ
ー
ル
（
清
流
西
１
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
20
日
㈬

◆
ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
メ
タ
ボ
に
な
ら

な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、
手
軽

な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
体
験
で
き
る
教
室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
①
６
月
30
日
㈯
、②
７
月
13
日
㈮
、③

20
日
㈮
、い
ず
れ
も
11
時
～
12
時
40
分

場
①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②
南
コ
ミ

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

体に無理なく代謝アップ
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セ
ン
（
西
10
南
34
）、
③
帯
広
の
森
コ

ミ
セ
ン
（
空
港
南
町
南
11
）

定
各
先
着
20
人

申
①
６
月
20
日
㈬
、
②
７
月
３
日
㈫
、

③
10
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
北
海
道
対

が
ん
協
会
帯
広
出
張
所
（
☎
27
・
２
３

４
５
）
へ
。

◆
ミ
ニ
健
康
・
栄
養
相
談
会

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
、
コ

ミ
セ
ン
な
ど
で
健
診
の
結
果
や
健
康
づ

く
り
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
①
６
月
30
日
㈯
、
②
７
月
13
日
㈮
、

③
20
日
㈮
、
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時
の

間
で
一
人
30
分
程
度

場
①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②
南
コ
ミ

セ
ン
、
③
帯
広
の
森
コ
ミ
セ
ン

申
込
期
限
①
６
月
29
日
㈮
、
②
7
月
12

日
㈭
、
③
19
日
㈭

◆
「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」“
20
歳

か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
ご
飯
教
室
”

　
「
照
り
焼
き
チ
キ
ン 

カ
レ
ー
風
味
」

「
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
サ
ラ
ダ
」「
ほ
う
じ
茶

プ
リ
ン
」
な
ど
、
体
に
優
し
い
減
塩
・

栄
養
バ
ラ
ン
ス
食
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
20
～
40
歳
代

日
７
月
７
日
㈯
、
10
時
～
13
時
30
分

定
先
着
20
人

申
込
期
間
６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

障
が
い
者
乗
馬
体
験

　

馬
と
の
触
れ
合
い
や
乗
馬
を
通
じ
、

健
康
の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
。
参
加
の
際
に
は
、
引
率
者
の
同
伴

が
必
要
。
体
重
な
ど
の
制
限
が
あ
る
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
自
立
、
座
位
が
可
能
な
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
、
発
達
障
害
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
人

日
①
６
月
28
日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時
、

②
７
月
14
日
㈯
、
10
時
～
12
時
、
③
19

日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時

定
①
③
各
５
人
程
度
、
②
10
人
程
度

場
申
問
①
６
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮
、

②
６
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮
、
③
６
月
25

日
㈪
～
７
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
用

紙
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
帯
広
畜

産
大
学
（
〒
080
・

8555
稲
田
町
西
２
線
11
、

☎
49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２
８
９
）

へ
。
申
込
用
紙
は
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

担
当
課
障
害
福
祉
課

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
子

育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
29
年
12
月
生
ま
れ

日
６
月
12
日
㈫
、
19
日
㈫
、
27
日
㈬ 

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
28
年
11
月
生
ま
れ

日
６
月
５
日
㈫
、
13
日
㈬
、
28
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ

日
６
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
、
26
日
㈫

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座

　

妊
婦
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児
中
の
母

親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
講
話
の

ほ
か
、
悩
み
相
談
に
も
応
じ
る
。
時
間

は
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
10
分
。
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
み
、
上
の
お
子
さ
ん

も
参
加
可
能
で
す
が
、
託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
定
員
が
あ
る
も
の
は
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
各
申
し
込
み
先
へ
。

　
◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

夫
婦
で
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
11
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
７
月
８
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
６
月
11
日
㈪
～
７
月
４
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
地
域
で
見
守
る
応
援
者
を
養
成
。

日
６
月
19
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

場
市
庁
舎

定
先
着
30
人

申
問
６
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
ま
で
に
、

高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）
へ
。

第
12
回
音
声
ガ
イ
ド
＆
字
幕
付
き

映
画
会
「
ゆ
ず
り
葉
」

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
向
け
に
、
音
声

ガ
イ
ド
・
字
幕
付
き
で
上
映
。
一
般
の

人
も
参
加
可
能
。
館
内
移
動
の
手
伝
い

が
必
要
な
場
合
は
、
６
月
10
日
㈰
ま
で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
６
月
17
日
㈰
、
14
時
～
15
時
45
分

場
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４

７
０
０
）

平
成
30
年
度
児
童
手
当
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
に
は
、
児
童
手

当
法
で
現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
１
日
現
在
の
養
育

状
況
の
申
告
に
よ
り
、
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
た
め
の
要
件
を
確
認
し
ま
す
。

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
は
、
現
況

届
が
提
出
さ
れ
、
受
給
資
格
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
況
届

の
提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月
中
旬

に
郵
送
す
る
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
は
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た
め
、
市
か

ら
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
６
月
29
日
㈮

提
出
先
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
こ
ど
も

課
、
ま
た
は
川
西
支
所
、
大
正
支
所
へ
。

問
こ
ど
も
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７

丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
０
）

ビ
ジ
ネ
ス

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

は
か
り
、
分
銅
や
重
り
を
取
引
や
証

明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
法
律
に
基

づ
き
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
所
や
店
舗
を
始
め
て
、

は
か
り
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

検
査
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
の
検
査
対
象
区
域
は
、

西
４
条
以
東
お
よ
び
愛
国
町
、
川
西
町
、

大
正
町
そ
の
他
郊
外
区
域
で
す
。

期
間
６
月
11
日
㈪
～
12
月
25
日
㈫

手
数
料
検
査
時
に
現
金
で
納
入
。
は
か

り
な
ど
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
２
）

受
水
槽
の
清
掃
と
点
検
は

忘
れ
ず
に

　

有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
所
有
者
は
、
年
１
回

の
清
掃
と
点
検
の
実
施
、
法
定
検
査
の

受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
受
水
槽
で
も
、
飲
用
水
の
安
全

や
衛
生
を
守
る
た
め
に
、
定
期
的
な
清

掃
と
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
１
階
、
☎

65
・
４
２
１
６
）

募  

集

「
市
民
文
藝
」
第
58
号
作
品
募
集

　

小
説
、
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
、
文
芸
評

論
、
随
筆
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
童

話
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
募
集
。

入
選
作
は「
市
民
文
藝
」に
掲
載
し
、
優

秀
作
品
を
表
彰
。
詳
細
は
、
図
書
館
で

配
布
の
募
集
要
項
ま
た
は
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
図
書
館
（
〒
080
・

0012
西
２
条

南
14
丁
目
３
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

帯
広
を
緑
と
花
で
美
し
く
す
る

運
動
実
行
委
員
会
の
会
員
を
募
集

　

帯
広
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

た
め
に
、
道
路
沿
い
の
植
樹
桝
や
公
共

施
設
へ
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
む
会
員
を
随
時
募
集
。 

￥
年
３
０
０
円

申
問
直
接
ま
た
は
電
話
で
み
ど
り
の
課

（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
６
）
へ
。

帯
広
市
健
康
生
活
支
援
審
議
会

委
員
を
募
集

　

帯
広
市
の
保
健
、
福
祉
、
医
療
に
関

す
る
総
合
的
な
審
議
を
行
う
委
員
を
募

集
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す
る

20
歳
以
上
で
、
年
に
３
～
６
回
程
度
の

夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
市
が

設
置
す
る
委
員
会
な
ど
の
委
員
は
除
く

任
期
２
年
間

報
酬
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

定
選
考
５
人

申
問
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
応
募
動

機
や
意
見
、
保
健
、
福
祉
、
医
療
に
関

す
る
活
動
経
験
な
ど
を
書
い
た
８
０
０

字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
と
履
歴
書
を
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
社
会
課
（
〒
080
・

8670

西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
２

階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

開催日 講座名／会場・申し込み先 対象／定員

６月 11 日
（月）

ママと赤ちゃんの食事講座

対①妊娠中の人、
②１歳までの赤ち
ゃんと保護者
定①のみ先着５人

地域子育て支援センターすずらん
（柏林台西町５、☎36・2388）

６月 13 日
（水）

ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

地域子育て支援センターこでまり
（西 14 北２、☎38・2690）

６月 22 日
（金）

ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座 対妊娠中の人、１
歳までの赤ちゃん
と保護者
定先着 10 人

保健福祉センター
（東８南 13、☎25・9722）

　各室の使用許可申請の受け付
けや、センター内外の清掃など
を行う住込み管理人を募集。資
格要件、任用期間などの詳細は、
市ホームページを確認するか、
問い合わせください。

定選考１人
申問履歴書（志望動機の記入必
須）を、直接または郵送で市民
活動推進課（〒 080・8670 西５
条南７丁目１番地、市庁舎３階、
☎65・4130）へ。

東コミセン（東７南９）
住込み管理人を募集
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６月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、６月６日（水）、20 日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区
は、６月 13 日（水）、27 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311)

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

案  

内

平
成
30
年
第
３
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
で
、
幼
児
の
一
時
預
か

り
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中

継
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

返
戻
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
を
廃
棄
処
分
し
ま
す

　

平
成
27
年
11
月
に
郵
送
し
、
不
在
な

ど
の
理
由
で
返
戻
さ
れ
、
市
役
所
で
保

管
し
て
い
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
処
分

し
ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
本
人

確
認
書
類
を
持
っ
て
、
戸
籍
住
民
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
処
分
後
に
通
知
カ
ー
ド
を
発

行
す
る
場
合
は
、
再
発
行
扱
い
と
な
り
、

手
数
料
（
１
枚
５
０
０
円
）
が
掛
か
り

ま
す
。

処
分
実
施
日
６
月
30
日
㈯

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

０
５
７
０
・
08
・
５
５
７
８
）

外
国
人
講
師
派
遣
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人
が
料
理
教

室
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
自
国
の

文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
語
が
話
せ

な
い
講
師
の
と
き
は
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
同
行
。
９
時
～
21
時
の
う
ち
、
１

回
２
時
間
以
内
。
会
場
費
・
材
料
費
な

ど
は
申
込
者
が
負
担
。

対
市
内
在
住
者
お
お
む
ね
10
人
以
上
を

含
む
営
利
を
目
的
と
し
な
い
グ
ル
ー
プ

申
問
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、

森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、
☎

34
・
０
１
２
２
）
へ
。

私
立
高
校
授
業
料
の
一
部
を
補
助

　

保
護
者
の
平
成
30
年
度
市
民
税
所
得

割
の
合
計
額
が
基
準
額
（
５
万
１
３
０

０
円
）
未
満
の
場
合
、
生
徒
１
人
当
た

り
月
額
５
０
０
０
円
以
内
で
授
業
料
を

補
助
し
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）

「
帯
広
叢そ
う

書
」
第
70
巻（
吉
田
巖い
わ
お

資

料
集⊖

36
）を
発
刊
し
ま
し
た

　

内
容
は
、
昭
和
16
年
１
月
～
12
月

ま
で
の
日
常
を
つ
づ
っ
た
「
日
記
３
︱

27
」
や
、
明
治
45
年
１
月
～
大
正
２
年

９
月
に
受
け
取
っ
た
小
包
・
電
報
の
記

４
３
４
）、
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
５
３
５
２
）

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
じ
で
す
か

　

毎
月
の
定
額
保
険
料
（
１
万
６
３
４

０
円
）
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

録
を
一
覧
に
し
た
「
通
信
簿
３
︱
３
」

な
ど
で
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
文
化
や
彼
ら

を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
な
ど
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
１
冊
３
５
０
０
円
（
税
込
、

送
料
別
）、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
販
売

し
て
い
ま
す
。
在
庫
の
有
無
や
価
格
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

６
月
４
日
、
臨
時
開
館
し
ま
す

　

小
学
校
の
運
動
会
翌
日
に
、
臨
時
開

館
し
ま
す
。
雨
天
で
運
動
会
が
順
延
し

て
も
、
臨
時
開
館
日
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

◆
図
書
館

日
６
月
４
日
㈪
、
10
時
～
20
時
。
翌
日

の
５
日
㈫
は
休
館

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
児
童
会
館
・
百
年
記
念
館

日
６
月
４
日
㈪
、
９
時
～
17
時
。
百
年

記
念
館
は
常
設
展
示
室
の
み
開
館

問
児
童
会
館
（ 

緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

　

将
来
、
少
し
で
も
多
く
年
金
を
受
け

取
り
た
い
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、
任
意

加
入
被
保
険
者
（
国
民
年
金
基
金
加
入

者
や
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
を
受

け
て
い
る
人
は
除
く
）

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

65
・
４
１
４
３
）、
帯
広
年
金
事
務
所

（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
、
音

声
案
内
２
番
↓
２
番
）

アルバータ通を西方向に進んで
ください。
入り口に看板を設置します。
※安全のため、開場時間前に道
路上に並ぶことは禁止します。
※午前中は大変混み合うため、
午後の来場をお勧めします。

※意見の取り扱いの説明　修正…案を修正するもの  既記載…既に案に盛り込んでいるもの  参考…今後の参考とするもの
　　　　　　　　　　　  その他…意見として伺ったもの

６月 11 日（月） 13 時 本会議（初日）

６月15日（金）、
　　18 日（月） 各 1 0時 本会議

（代表質問）

６月 19 日（火） 10 時 本会議（一般
質問予備日）

６月 20 日（水）
　〜22 日（金） 各 1 0時 本会議

（一般質問）

６月 25 日（月）
　〜27 日（水） 各 1 0時 議案審査

特別委員会

６月 29 日（金） 13 時 本会議（最終日）

　相互派遣事業で来帯する、米国・スワード市と中国・
朝
ちょうよう

陽市の高校生のホームステイ受け入れ家庭を募集。
対市内在住で、受け入れ中に高校生の食事などの提供が
可能な家庭
期間８月９日（木）〜 19 日（日）のうち、１家庭当たり２
〜３泊程度
定12 家族程度（応募多数の場合は抽選）
￥２〜３泊程度（１人）
に掛る食事など実費
申問６月１日（金）〜 29
日（金）までに、親善交流
課（市庁舎３階、☎65・
4133）へ。
※受け入れ家庭決定後、
　説明会を行います。

　市内の各家庭から庭木の剪定などで出る枝（太さ 10 セ
ンチ未満）を、無料で受け入れます。持ち込まれた枝は、
大型破砕機でチップ化した後、家畜の敷料や堆肥として
有効活用します。
対市内在住で、乗用車や軽トラックで枝を持ち込むこと
ができる人（軽トラック以外のトラックや事業者による
持ち込みは不可）
日６月 30 日（土）、10 時〜15 時

（雨天決行）

問みどりの課（市庁舎 6 階、☎65・4186）

家庭の剪
せん て い

定枝無料受け入れ
この機会に庭木の剪定をしましょう

＜受け入れ場所＞
帯広の森（西22南５） 南商業

高校
南商業
高校中

島
通（アルバータ通）

中
島
通（アルバータ通）

市民農園
サラダ館

森の里小

春駒通南４線

南５線

西22南５

受
け
入
れ

場
所

国際姉妹・友好都市高校生

ホームステイ
受け入れ家庭を募集

　平成 29 年度に実施したパブリックコメント（市民意見提案制度）は６件でした。（表）
　市民の皆さんから寄せられた意見の一部は、計画を修正したり、今後の事業推進の参考にするなど、市政に
反映されています。
　寄せられたすべての意見の概要とそれに対する市の考えは、各コミセンなどで公開したほか、市ホームペー
ジに掲載しています。

平成29年度に実施したパブリックコメントの結果をお知らせします

案　件　名 担当課
意見数 意見提出方法 意見の取り扱い※

件数 提出
人数

電子
メール 郵送 ファクス 持参 修正 既記載 参考 その他

１
帯広市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例等
の一部を改正する条例（素案）

介護保険課 0 件 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 件 0 件 0 件 0 件

２ 帯広市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営等に関する基準を定める条例（素案） 介護保険課 0 件 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 件 0 件 0 件 0 件

３ 第五期帯広市障害福祉計画（原案） 障害福祉課 8 件 4 人 0 人 0 人 2 人 2 人 1 件 4 件 1 件 2 件

４ 第二期けんこう帯広 21 改訂版（原案） 健康推進課 2 件 2 人 1 人 0 人 0 人 1 人 0 件 0 件 2 件 0 件

５ 第七期帯広市高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画（原案） 高齢者福祉課 12 件 1 人 1 人 0 人 0 人 0 人 2 件 3 件 5 件 2 件

６ 北海道内７空港特定運営事業等基本スキーム（案） 空港事務所 11 件 2 人 2 人 0 人 0 人 0 人 0 件 1 件 0 件 10 件

表　平成 29 年度パブリックコメント実施結果一覧

家庭で国際交流しませんか
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

星
槎
道
都
大
学  

帯
広
説
明
会

　

大
学
説
明
と
各
学
部
の
教
授
に
よ
る

講
義
や
実
習
を
体
験
し
ま
す
。

日
６
月
２
日
㈯
、
10
時
～
15
時

場
申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
星
槎

国
際
帯
広
学
習
セ
ン
タ
ー
（
西
５
南
10
、

☎
22
・
３
８
３
０
）
へ
。

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）へ
。
託
児
希
望
者

は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
就
業
支
援
講
習
会
「
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
」（
エ
ク
セ
ル
初
級
）

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親日
①
６
月
８
日
㈮
、
②
15
日
㈮
、
い
ず

れ
も
10
時
～
12
時

場
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
六
中（
東
11
南
９
）

定
各
先
着
５
人

申
込
期
限
①
６
月
４
日
㈪
、
②
11
日
㈪

◆
養
育
費
・
面
会
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
子

ど
も
た
ち
と
の
未
来
を
考
え
て
」

　

養
育
費
・
面
会
交
流
・
民
事
法
律
扶

助
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
、
ま
た
は
離
婚
に
関
す
る
悩
み
を
持

つ
親

日
６
月
６
日
㈬
、
13
時
30
分
～
16
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
５
日
㈫

帯
広
図
書
館
友
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

　

読
み
聞
か
せ
や
施
設
見
学
の
フ
ロ
ア

案
内
な
ど
、
自
分
の
得
意
分
野
を
生
か

せ
る
「
帯
広
図
書
館
友
の
会
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人

日
６
月
10
日
㈰
、
10
時
30
分
～
12
時

場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

問
帯
広
図
書
館
友
の
会
（
☎
22
・
４
７

０
０
）

北
海
道
お
し
ご
と
説
明
会

i
n
帯
広

　

若
年
求
職
者
や
女
性
向
け
に
、
事
務

職
や
販
売
・
接
客
、
製
造
、
営
業
な
ど

の
幅
広
い
人
材
を
求
め
る
企
業
の
合
同

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
・
履
歴

書
不
要
で
す
。

対
お
お
む
ね
39
歳
以
下
の
求
職
者

日
６
月
13
日
㈬
、
13
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
第
５
営
業
部
、
戦

略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局（
☎
０
１
１
・
２
２
３
・
４
３
６
６
）

第
40
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

粟
井
健
介
氏
（
A
G
エ
ン
ブ
リ
オ
サ

ポ
ー
ト
）
を
ゲ
ス
ト
に
、「
ウ
シ
体
外

受
精
胚
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
６
月
17
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井
（
☎
42
・

５
１
９
５
）

帯
広
・
松
崎
姉
妹
都
市
40
周
年
記
念

「
勉
三
賛
歌
ラ
イ
ブ
」

　

帯
広
市
と
松
崎
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

歌
手
が
、
依
田
勉
三
に
関
す
る
歌
や
歌

謡
曲
を
披
露
し
ま
す
。

日
６
月
17
日
㈰
、
14
時
～
16
時
30
分

場
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
Ｈヒ

ー

ト

ウ

ェ

イ

ブ

ｅ
ａ
ｔ
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

（
大
通
南
10
）

￥
3
0
0
0
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

申
電
話
で
勝
毎
サ
ロ
ン
（
☎
27
・
０
０

７
７
）
へ
。

問
帯
広
・
松
崎
交
遊
倶
楽
部
・
大
矢

（
☎
０
９
０
・
６
０
０
４
・
６
５
８
６
）

第
12
回
「
健
康
講
座
」

　

が
ん
予
防
に
関
す
る
講
話
と
、
歩
く

た
め
の
体
づ
く
り
の
運
動
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
19
日
㈫
、
10
時
30
分
～
12
時

場
ぴ
あ
ざ
フ
ク
ハ
ラ
西
帯
広
店
（
西
23

南
３
）

定
先
着
60
人

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
十
勝
バ

ス
（
☎
37
・
６
５
０
０
）
へ
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

相
続
、
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
６
月
19
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

釧
路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０

０
・
８
０
０
・
３
９
４
６
）
へ
。

第
11
回
フ
ッ
ト
パ
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

十
勝
川
温
泉
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス

「
丘
陵
コ
ー
ス
」（
約
５
キ
ロ
）
を
散
策

し
、
焼
肉
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

対
自
力
で
４
～
５
キ
ロ
歩
け
る
人
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
６
月
23
日
㈯
、
９
時
30
分
～
13
時

定
先
着
30
人

￥
1
0
0
0
円

場
申
問
前
日
ま
で
に
、
十
勝
エ
コ
ロ

ジ
ー
パ
ー
ク
（
音
更
町
十
勝
川
温
泉
南

18
、
☎
32
・
６
７
８
０
）
へ
。

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
帯
広
説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
や
、
Ｂ
型
肝
炎
給
付
金
の
請
求
を
考

え
て
い
る
人
、
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
23
日
㈯
、
13
時
30
分
～
16
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護

団
・
倉
本
（
☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・

１
５
７
０
）

劇
団
演
研
第
75
回
講
演

「
罪
」

　

劇
作
家
蓬ほ
う
ら
い莱
竜
太
氏
の
戯
曲
に
演
研

が
初
挑
戦
し
ま
す
。

日
▽
６
月
23
日
㈯
、
①
17
時
～
、
②
20

時
～
▽
24
日
㈰
、
①
14
時
～
、
②
17
時

～
▽
30
日
㈯
、
①
17
時
～
、
②
20
時
～

▽
７
月
１
日
㈰
、
14
時
～

場
演
研
・
茶
館
工
房
（
大
通
南
６
）

定
各
先
着
40
人

￥
１
８
０
０
円
（
前
売
り
券
１
５
０
０

円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
劇
団
演
研
（
☎
０
８
０
・
３
２
６
６
・

０
２
７
９
）

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
体
験
会
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
上
履
き
持
参
。

日
６
月
24
日
㈰
、
13
時
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

問
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
会
・
鈴
木
（
☎
０

５
０
・
３
７
４
０
・
４
２
８
３
）

全
国
一
斉
女
性
の
権
利
１
１
０
番

　

D
V
・
セ
ク
ハ
ラ
・
離
婚
や
家
族
の

問
題
な
ど
、
女
性
が
持
つ
悩
み
に
女
性

弁
護
士
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
６
月
27
日
㈬
、
10
時
～
16
時
、
☎
０

１
５
４
・
42
・
９
４
６
０
（
当
日
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
）

問
釧
路
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
５
４
・
41
・
３
４
４
４
）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
キ
ル
ト
ブ
ー
ケ
」
作
品
展

　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
作
品
の
展
示
の
他
、
手
作
り
品
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
28
日
㈭
～
７
月
１
日
㈰
、
10
時

～
17
時

場
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
２
南
12
）

問
キ
ル
ト
ブ
ー
ケ
・
卯う

の野
（
☎
25
・
６

７
９
６
）

第
５
回
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
カ
フ
ェ

　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館
で

不
要
と
な
っ
た
図
書
・
雑
誌
を
無
償
提

供
し
ま
す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

日
６
月
30
日
㈯
、
13
時
～
16
時

場
プ
ロ
ス
パ
６
（
音
更
町
大
通
６
）

問
帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館

（
☎
42
・
４
４
４
４
）

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
れ
！

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り

か
、
消
防
、
救
急
、
防
災
行
政
、
交
通

な
ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通

信
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
し
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正
な

電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

電
波
に
関
す
る
困
り
事
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
北
海
道
総
合
通
信
局
（
☎
０
１
１
・

７
３
７
・
０
０
９
９
）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
８月号掲載の受付締め切りは
６月19日（火）です。
　　　　　　広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

み ん な
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年
中
無
休
の
商
業
施
設

普
段
使
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

と
か
ち
む
ら
は
、
帯
広
競
馬
場
ス
タ

ン
ド
の
入
り
口
手
前
に
あ
る
商
業
施
設

で
す
。
産
地
直
送
の
新
鮮
野
菜
、
こ
だ

わ
り
食
材
の
料
理
な
ど
、
十
勝
の
自
慢

の
食
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
日
々
の
買
い
物
や
食
事
に
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

産
直
市
場
ゾ
ー
ン

　

十
勝
の
生
産
者
が
持
ち
寄
る
、
季
節

に
合
わ
せ
た
新
鮮
な
野
菜
、
十
勝
で
人

気
の
チ
ー
ズ
や
加
工
品
を
集
め
た
コ
ー

ナ
ー
、
地
場
産
の
お
肉
や
地
酒
も
そ
ろ

い
ま
す
。
各
地
へ
の
発
送
も
で
き
ま
す
。

営
業
時
間　

10
時
～
19
時
（
11
月
か
ら

4
月
末
は
17
時
ま
で
）、
年
中
無
休

ス
イ
ー
ツ
＆
セ
レ
ク
ト
ゾ
ー
ン

　

高
品
質
な
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
お
菓
子
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
並

ぶ
エ
リ
ア
。
カ
フ
ェ
と
融
合
し
た
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
お
土
産
品
な
ど

も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

営
業
時
間　

10
時
～
19
時
（
11
月
か
ら

4
月
末
は
18
時
ま
で
）、
年
中
無
休

キ
ッ
チ
ン
ゾ
ー
ン

　

十
勝
の
大
地
が
育
ん
だ
食
材
を
豊
富

に
使
っ
た
料
理
が
味
わ
え
ま
す
。

　

気
軽
に
楽
し
め
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ

ン
チ
、
豚
丼
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
、

十
勝
の
味
覚
が
満
喫
で
き
ま
す
。

営
業
時
間　

11
時
～
22
時
（
店
舗
に
よ

り
異
な
り
ま
す
） 

定
休
日
▽
m㋯

㋷

㋔

ン

i
l
l
i
o
n 

s㋚
ン
a
n

t㋢e
：
火
曜
日
・
第
２
水
曜
日
▽
ぶ
た

丼
た
む
ら
：
木
曜
日
▽
成じ
ん
ぎ
す
か
ん

吉
思
汗
屋や

肉

ノ
五ご

え

も

ん

右
衛
門
：
年
中
無
休

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15〜９：20
おびひろ広報メモ

（F M-WING76.1MHz） ９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

　畜産物加工研修
センターで、ソー
セージ作り体験研
修が行われました。
自分の手でひき肉
をこね、腸がやぶ
れないよう丁寧に
腸詰め作業を行い、
仕上げに薫製機にかけました。完成したソーセージはパ
リッと歯ごたえがあり、スパイスが効いておいしく出来
上がりました。ソーセージ作り体験研修のほかに、チー
ズ作り体験研修も行っています。詳しくは、15 頁をご覧
ください。（４月 29 日、畜産物加工研修センター）

　気持ちの良い春
空の下、おびひろ
動物園の夏期開園
が始まりました。
オープニングセレ
モニーでは、社会
人 の 吹 奏 楽 グ ル
ープ「ウインズ」が演奏する中、子どもたちは、出迎えた
フクロウやモルモットなどとの触れ合いを楽しみました。
園内では、３月に生まれたばかりのゴマフアザラシの赤
ちゃんに注目が集まるなど、大勢の来園者でにぎわって
いました。夏期開園は 11 月４日までです。ぜひ、動物園
に足を運んでみてください。（４月 28 日、動物園）

おびひろ動物園夏期開園

ソーセージ作り体験研修

と
か
ち
ま
る
ご
と 

観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
９
）、
と
か
ち
む
ら
（
西

13
南
８
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎
34
・
７
３
０
７
）

問
い
合
わ
せ

無料駐車場をご利用ください（750台）

※投稿された写真は、市の広報物などに使用する場合があります。その場合、個別にお知らせはしません。
　掲載は写真のみです。写真に関する問い合わせは、広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）へ。

今
こんげつ

月は

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

動物園長と広報担当で厳選し、魅力的な写真を当コーナーで紹介します。
次回（８月号）、紹介予定の動物は｢アンデスコンドル」です！

I
㋑ ン ㋜ ㋟ グ ㋶ ㋰
nstagramの場合…「♯広報おびひろZOOレター」を画像に付けてアップ
Eメールの場合……photo@city.obihiro.hokkaido.jpに画像（５ＭＢ以内）を添付して送付

おびひろ動物園の動物たちの写真を大募集！

駐車場
メインゲート

正門
白樺通

帯広競馬場
入場門

産直市場

キッチン

ス
イ
ー
ツ
&

セ
レ
ク
ト

馬の
資料館

ト
イ
レ

とかちむら

検 索とかちむら

問い合わせ 動物園（緑ケ丘２、☎ 24・2437）

アムールトラのマオはしっぽを左
さ ゆ う

右に揺
ゆ

らして、上
じょうず

手にバラン
スをとりながら歩

ある
きます。派

は で
手なしま模

も よ う
様はジャングルでは

目
め だ

立たず、獲
え も の

物を狩
か

るときに役
やく

立
だ

ちます。

アムールトラ

南門

正門 P

P

締め切り
6月19日
（火）

ここにいるよ！ アムール
トラ

アンデス
コンドル

おびひろ
動物園

園内マップ

メスの
「マオ」




